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休館日

休館日

休館日

休館日

曜日 催事名等 場所※ 開催時間 対象・入場料 問合せ先（主催者等）日

「※場所」　【窓口】＝会館窓口、【大ホ】＝大ホール、【小ホ】＝小ホール、【展示】＝展示ギャラリー、【工房】＝総合工房、【スタ】＝キッチン
　　　スタジオ、【練１】＝練習室１、【練２】＝練習室２、【会１】＝会議室１、【会２】＝会議室２、【交流】＝交流ラウンジ、【和室】＝和室

シェルターなんようホール（文化会館）情報月11
▽開館時間　午前 9時～午後10時　▽休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）

問シェルターなんようホール（☎40－12 2 2）

フラダンス練習 ハイビスカスフラ愛好会（☎43-36５１）19:00～21:00練１

フラダンス練習 ハイビスカスフラ愛好会（☎43-36５１）19:00～21:00練１

健康講演会 展示 10:00～11:30 市建設連合組合（☎43-3309）

受診該当幼児１歳６か月児健康診査・歯科相談 展示 13:20～16:00 すこやか子育て課（☎40-1691）
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1 市民・5,500円2019／3／2めざましクラシックスin山形

チケット市民先行販売(10／27～11／2) シェルターなんようホール（☎40-1222） 9:00～21:00窓口

市民・6,300円2019／3／17岩崎宏美コンサートツアー
チケット市民先行販売(～16日) シェルターなんようホール（☎40-1222） 9:00～21:00窓口

健康講座
「免疫力アップの秘訣はこれだ！」 免疫力促進会（☎080-5740-5252）①  9:30～12:00

②13:30～16:30練１

500円南陽市芸術祭
「開幕式典・芸能フェスティバル」 社会教育課（☎40-8996）開演10:00大ホ

市内小学校
４～６年生

ニッセイ名作シリーズクラシック
コンサート「アラジンと魔法のランプ」 社会教育課（☎40-8996）開演13:30大ホ

無料初心者吟詠講座（詩吟教室） 虎鷹吟詠会中川耕心塾（☎43-3804）19:00～21:00会１

南陽こども芸術祭 社会教育課（☎40-8996）開演13:00大ホ 無料

無料初心者吟詠講座（詩吟教室） 虎鷹吟詠会中川耕心塾（☎43-3804）19:00～21:00会１

無料総力祭（ジュエリー＆コート、バッグ） ㈱とみひろ（☎40-1160）14:00～18:00工房
無料総力祭（ジュエリー＆コート、バッグ） ㈱とみひろ（☎40-1160）10:00～18:00工房

無料総力祭（ジュエリー＆コート、バッグ） ㈱とみひろ（☎40-1160）10:00～16:00工房

家づくり勉強会（～18日） ㈱鈴木建匠（☎023-688-7739)10:30～17:00会２

しゃきっといき隊!～認知症予防教室～ 福祉課（☎40-1646）10:30～12:00練１

しゃきっといき隊!～認知症予防教室～ 福祉課（☎40-1646）10:30～11:30練１
しゃきっといき隊!～認知症予防教室～ 福祉課（☎40-1646）10:30～12:00練１

ダンス練習 練２ 19:00～21:00 アップキッズダンススクール
（☎080-5741-4145）

ダンス練習 練２ 19:00～21:00 アップキッズダンススクール

花教室 工房 19:00～21:00 くわばら花店（☎47-7107）
（注）掲載内容は10月23日現在のものであり、変更になる場合がありますので、詳しくは主催者等に問い合わせください。

県農業委員会大会 関係者のみ大ホ 開会13:00 農業委員会（☎40-8923）

３歳児健康診査 受診該当幼児展示 13:00～16:00 すこやか子育て課（☎40-1691）

２歳児歯っぴー教室 受診該当幼児展示  9:15～12:00 すこやか子育て課（☎40-1691）



もしも市の財政を家計に例えたら

平成 29年度決算報告

平成 29 年度 決算報告
■問合せ先　財政課財政係（☎40－０２５３）

　市の平成29年度決算が、市議会９月定例会で認定されました。皆さんから納めていただいた税金や国、
県からの支出金がどのように使われたのかをお知らせします。

　一般会計の歳入決算額は154億3,130万円で、前年度に比べ４億9,823万円増えました。
　歳入決算額のうち自主財源（市が自主的に調達できる収入）は62億4,459万円となり、前年度に比べて２億
6,019万円増えました。これは、財政調整基金繰入金等の繰入金が４億8,952万円増えたことが主な要因です。
自主財源の根幹となる市税は6,251万円増えています。
　一方、依存財源（国や県からの交付金、市債）は91億8,671万円で、前年度に比べ２億3,804万円増えています。
これは、福祉、農林関連の補助事業の実施により、県支出金が３億6,445万円増えたことが主な要因です。

◆歳入歳出差引額＝歳入総額－歳出総額
◆単年度収支＝歳入歳出差引額から前年度までの収支の累積で
　ある繰越金等を除いた額
◆実質単年度収支＝単年度収支に基金への積立等の黒字要素を
　加え、除雪等の財政調整のため基金から取り崩した分の赤字
　要素を差し引いた額
【経常収支比率】  91.1％（前年度比0.8％悪化）
【実質公債費比率】  12.0％（前年度比0.3％改善）
【将来負担比率】122.6％（前年度比7.2％改善）

1 一般会計　歳入

【平成 29年度の一般会計の概要】

154 億 3,130万円（前年度比＋4億 9,823 万円） 市税や県支出金が
増えました

歳入
154 億 3,130万円

144 億 6,353万円

もしも市の財政を家計に例えたら

市民一人当たりの
金額にすると…

●家族からの支援
　（地方交付税、
　  国庫支出金など）

●給料
　（市税など）

●預貯金の取り崩し
　（基金からの繰入金）

●借金（市債）

●前年からの繰越
　（繰越金）

市税
35億9,993万円

市に収めていただく税金。
市民税、固定資産税など

高齢者・障がい者福祉や
子育て支援に必要なお金

団体や市民への補助金や
負担金など

道路建設や施設整備など
のお金

市職員の給与や
議員報酬など

国税として集められたうち、
市町村に譲与されるお金

市町村が一定の行政サービスを
行えるように国が交付するお金
市が行う事業に対して
県が交付するお金

市が行う事業に対して
国が交付するお金

公共施設の整備などの
資金として借り入れたお金

繰越金
7億6,204万円 前年度からの繰越金
分担金/負担金
1億9,670万円
使用料/手数料
1億6,764万円
寄附金
5億1, 256万円

基金からの繰入金など
その他
10億572万円

地方交付税
42億6,609万円
県支出金
16億3,871万円

国庫支出金
16億3,570万円
市債
8億5,280万円
うち　臨時財政対策債
　　　4億2,620万円

地方譲与税/交付金
7億9,340万円
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平成28年度
46.7万円／年

平成29年度
48.7万円／年

市民一人当たりの
金額にすると…

平成28年度
44.3万円／年

平成29年度
45.7万円／年

26.3万円
（54.0％）

3.5万円
（7.5％）

2.5万円
（5.3％）

25.5万円
（54.6％）

0.5万円（1.2％）

14.7万円
（31.4％）

2.4万円
（4.9％）

2.1万円
（4.3％）
2.7万円
（5.5％）

26.3万円
（54.0％）

3.5万円
（7.5％）

2.5万円
（5.3％）

25.5万円
（54.6％）

0.5万円（1.2％）

14.7万円
（31.4％）

※表記単位未満の四捨五入のため、内訳の合計と総数は一致しません。

※表記単位未満の四捨五入のため、決算額と差引は一致しません。

※表記単位未満の四捨五入のため、内訳の合計と総数は一致しません。

　特別会計は５会計（うち国保は２
勘定）となっており、すべての特別
会計で黒字決算となっています。歳
入総額は79億2,076万円で、前年度よ
り734万円（0.1%）減少し、歳出総
額は75億2,341万円で、前年度より
2,927万円（0.4%）減少しています。

　特別会計は５会計（うち国保は２
勘定）となっており、すべての特別
会計で黒字決算となっています。歳
入総額は79億2,076万円で、前年度よ
り734万円（0.1%）減少し、歳出総
額は75億2,341万円で、前年度より
2,927万円（0.4%）減少しています。

3 特別会計

区分

国民健康保険（事業勘定）

（単位：万円）

0

2億4,065

1億 1,267

3億 5,215 3億 4,842

39億 9,368 37億 5,303

179 179

9,868 7,007 2,861

1,444 275 1,169

34億 6,002 33億 4,735

373

国民健康保険（施設勘定）

財産区

育英事業

介護保険

後期高齢者医療

差引歳入決算額 歳出決算額

歳入額 79 億 2,076 万円　  歳出額 75 億 2,341 万円

すべての特別会計で黒字決算

歳出

●医療費・保険料
　（医療費助成など）

●交際費
　（負担金、補助金など）

●家の工事費
　（建設事業など）

●食費（職員人件費など）

●光熱水費（物件費など）

●修繕費（施設修繕料など）

●借金返済
　（過年度分の借金返済）

●預貯金（積立金）

●その他（繰出金など）

●次年度への繰越金

人件費
22億3,382万円

扶助費
29億82万円

公債費
13億9,088万円

補助費等
31億2,636万円

賃金、旅費や光熱水費
物件費
14億969万円

市の借入金の返済金

特別会計への支出
繰出金
12億9,173万円

普通建設事業費
9億8,402万円

積立金
6億2,511万円

維持補修費
4億298万円

その他
9,813万円

2.4万円
（4.9％）

2.1万円
（4.3％）
2.7万円
（5.5％）

9.9万円
（20.3％）

4.4万円
（9.0％）

4.4万円
（9.0％）

2.0万円
（4.1％）

3.1万円
（6.3％）

3.1万円
（6.4％）

7.1万円
（14.5％）

9.2万円
（18.8％）

1.3万円（2.6％）

9.9万円
（20.3％）

4.4万円
（9.0％）

4.4万円
（9.0％）

2.0万円
（4.1％）

3.1万円
（6.3％）

3.1万円
（6.4％）

2.4万円
（5.1％）

4.3万円
（9.3％）

2.6万円
（5.7％）

8.7万円
（18.7％）

8.8万円
（18.8％）

4.4万円
（9.5％）

0.8万円（1.6％）

3.6万円
（7.7％）

2.4万円
（5.1％）

4.3万円
（9.3％）

2.6万円
（5.7％）

8.7万円
（18.7％）

8.8万円
（18.8％）

4.1万円
（8.8％）

6.9万円
（14.8％）

4.5万円
（9.1％）

4.1万円
（8.8％）

4.4万円
（9.5％）

6.9万円
（14.8％）

7.1万円
（14.5％）

4.5万円
（9.1％）

9.2万円
（18.8％）

1.3万円（2.6％） 0.8万円（1.6％）

3.6万円
（7.7％）

30.11.１（３） 30.11.１ （２）

154億 3,130万円

144億 6,353万円

9億 6,777万円

2億 2,351万円

-1億 2,096万円

歳入歳出差引額

歳入総額

歳出総額

単年度収支

実質単年度収支

　一般会計の歳出決算額は144億6,353万円で、前年度に比べ２億9,251万円増えています（予算現額に対する執行
率は93.7％）。歳出決算額のうち義務的経費(支出が制度的に義務付けられている経費)では、公債費が減少したも
のの扶助費が増えたことにより、前年度に比べて8,963万円増えています。任意的経費（市が任意に支出できる経
費）では、沖郷学童保育施設整備などの普通建設事業、市道除雪費などの維持補修費が増えたことなどにより、
前年度に比べて２億288万円増えています。

2 一般会計　歳出
144 億 6,353万円（前年度比＋2億 9,251 万円）公債費が減り、普通建設事業費が増えました
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的
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保育料や施設使用料など

15.2万円
（31.2％）
15.2万円
（31.2％）

23.3％

4.9％
1.3％
1.1％
3.3％
6.6％

27.6％

10.6％

10.6％

5.5％
5.2％

23.3％

4.9％
1.3％
1.1％
3.3％
6.6％

27.6％

10.6％

10.6％

5.5％
5.2％

15.4％

20.1％

21.6％

9.6％

9.8％

15.4％

20.1％

21.6％

9.6％

9.8％

8.9％

6.8％
4.3％
2.8％
0.7％

8.9％

6.8％
4.3％
2.8％
0.7％



27年度26年度25年度 28年度

最近３年間で減額傾向

最近５年間で着実に改善

最近５年間で着実に改善

29年度

25年度 29年度

区分 借入残高 （構成比）

平成 29 年度決算報告

　基金とは、市の財産を維持し資金を積み立てる、ま
たは定額の資金を運用するために設ける財産、つまり
貯金のことです。災害復旧や財源不足などに対応する
ための「財政調整基金」や、特定の目的のため財産を
維持し、資金を積み立てるために設けるもの、定額の
資金を運用するため設けるものなどがあります。財政
調整基金の取り崩しが大きかったことなどにより、前
年度に比べ3,597万円減りました。
　また市債とは、歳入の不足を補うとともに、世代間
の公平性を保つために市が発行する債券、つまり借金
のことです。市債残高は前年度に比べ３億9,906万円
減りました。

4 基金と市債等の状況

■市民一人当たりの基金（貯金）の額　（H30.3.31現在高）

市有財産の現在高
数量および金額

出資による権利
有価証券

区分

物権（温泉利用権）
物権（地上権）
山林
建物
土地

2億429万円
2億 505万円
8,755万円
329,203㎡

21,464,937㎡
143,015㎡

23,193,508㎡

市債の状況
【一般会計】

基金の状況（H30.3.31現在高）

その他の基金

皆川健次菊まつり振興基金
公共施設維持管理基金

合計

薮田艶子まちづくり基金

区分

ごみ減量基金
福祉振興基金
川﨑勇、艶香育英基金
スポーツ振興基金
財政調整基金

5億8,815万円
1億 7,285万円

現在高

21億 3,426万円

6,000万円
1,230万円
3,183万円
4,547万円
5,000万円

4,853万円
11億 2,513万円

目的

合計 156億4,239万円 （100.0%）
その他 臨時財政対策債等76億3,033万円 （48.8%）

災害
復旧債 3億814万円 （2.0%）

総務債 地域情報通信基盤整備、
赤湯駅北駐車場整備1,598万円 （0.1%）

教育債 小中学校・
文化会館整備32億7,314万円 （20.9%）

消防債
防火水槽・消防資機
材整備、防災拠点施
設整備

10億1,897万円 （6.5%）

土木債 市道・公園・
公営住宅整備21億8,906万円 （14.0%）

商工債 温泉施設整備1億2,608万円 （0.8%）

農林水
産業債 農業用施設整備9億2,608万円 （5.9%）

衛生債 斎場整備7,274万円 （0.5%）
民生債 保育施設整備8,189万円 （0.5%）

※金額はそれぞれの年度ごとの人口を基に計算。
※（　）は基金の推移。 ＝南陽市民一人当たりの額

＝県内13市の市民一人当たりの額　　
＝市の基金額

（万円） （億円）
23

15

7

9

6

3

基金は 21.3 億円（前年度比－0.4 億円）
市債の残高は 156.4 億円（前年度比－4.0 億円）

　平成29年度の実質公債費比率は12.0％、将
来負担比率は122.6％で、いずれも国の定め
る基準を下回っています。また、すべての公
営企業で資金不足はありませんでした。
　実質公債費比率は、赤湯駅前広場整備事業
（平成13年～15年）、蔵楽整備事業（平成13年
～15年）などの旧地域総合整備事業債（地総
債）を活用した大型事業の地方債償還が一部
終了したことにより改善しています。
　将来負担比率は、平成26年度に新文化会館
整備事業（平成24年～27年）において地方債
の発行額が多額となり、将来負担に充当可能
な財源である財政調整基金を大きく取り崩し
たことにより悪化しましたが、平成27年度以
降、財政調整基金の積立が順調に実施できた
ことなどにより改善しています。
　厳しい状況が続く中、今後もより一層健全
な運営に努めます。

5 健全化判断比率・資金不足比率
将来負担比率は122.6％ 実質公債費比率、将来負担比率は

着実に改善しています

28年度27年度26年度

■実質公債費比率の推移

（％）
17

13

9
■市民一人当たりの市債（借金）の額
※金額はそれぞれの年度ごとの人口を基に計算。
※（　）は市債残高の推移。 ＝南陽市民一人当たりの額

＝県内13市の市民一人当たりの額　　
＝市の市債額

（万円） （億円）

165

160

155

52

49

46

（21.7億円）

（11.8億円）（7.5億円）

28年度

12.312.3

9.8

29年度

12.0

9.2

27年度

12.5

10.410.4

26年度

13.2

11.2

25年度

14.4

12.5

■将来負担比率の推移
（％）
160

120

80

28年度

129.8

69.8

29年度

122.6

71.3

27年度

150.0

88.4

150.0

77.3

26年度

163.5

84.4

25年度

144.6

88.4

（165.1億円）（165.3億円）

健全化判断比率
南陽市
の比率

財政再
生基準

早期健全
化基準

県内13
市平均区分

将来負担比率 122.6%

―

―

―

―

350.0%

12.0% 25.0%

18.74%

13.74%

基準値なし

35.0%

30.00%

20.00%

実質公債費比率

連結実質赤字比率

実質赤字比率

71.3%

9.2%

【健全化判断比率】
▼実質公債費比率　標準財政規模に占める市が負担する起債償還金
　（企業会計や一部事務組合を含む）の割合。市の収入のうちどの
　程度借金を返済したかを示します。　
▼将来負担比率　標準財政規模に占める市が負担する地方債現在高
　（企業会計や一部事務組合を含む）、債務負担額、退職金引当額、
　土地開発公社やハイジアパーク南陽への負担見込額の合計の割合。
　市の借金が市の収入の何年分になるかを示します。
▼実質赤字比率　普通会計の標準財政規模に占める赤字の割合。
　（黒字の場合は比率なし）　
▼連結実質赤字比率　標準財政規模に占める普通会計と特別会計の
　赤字額の合計の割合。（黒字の場合は比率なし）　
▼早期健全化基準　前記４つの比率のうちひとつでも早期健全化基
　準を超えると、財政健全化計画を定めて自主的に健全化に取り組
　まなければなりません。　

▼財政再生基準　前記４つの比率のうちひとつでも財政再生基準を
　超えると、財政再生計画を定めて国等の関与による確実な財政の
　再生を行わなければなりません。
【資金不足比率】
▼資金不足比率　下水道や水道企業会計の収益に占める赤字の割合。
　（黒字の場合は比率なし）　
▼経営健全化基準　この数値を超えた公営企業会計は、経営健全化
　計画を定めて自主的に健全化に取り組まなければなりません。
【財政指標の比較】
▼経常収支比率　義務的経費の比率。率が低いほど臨時的な財政需
　要に予算を向けることができます。　
▼財政力指数　団体の財政力を表す指数。１に近いほど自主財源（地
　方公共団体が自ら調達できる財源）の割合が高く、財政力が強い
　ことになります。

用語解説

＝南陽市
＝県内13市平均

＝南陽市
＝県内13市平均

財政指標の比較

27年度 28年度 29年度
南陽市の比率 県内13

市平均区分

87.9% 90.3% 91.1% 91.0%

0.44 0.45 0.46 0.51財政力指数

経常収支比率

資金不足比率
公営企業会計名 経営健全化基準南陽市の比率

―
20.00%

―下水道事業会計

水道事業会計

30.11.１ （４）

4.8万円

7.3万円

6.7万円

9.0万円

（21.3億円）

（15.8億円）

6.8万円

9.0万円

3.7万円

7.9万円

2.3万円

6.9万円

（21.7億円）

（7.5億円） （11.8億円）

4.8万円

7.3万円

6.7万円

9.0万円

6.8万円

9.0万円

3.7万円

7.9万円

2.3万円

6.9万円

（21.3億円）

（15.8億円）

（21.7億円）

（7.5億円） （11.8億円）

51.2万円
48.0万円

50.4万円
47.4万円

50.1万円
46.8万円

50.1万円
48.5万円

49.4万円
49.6万円

（156.4億円）

（164.2億円）

（160.4億円）

51.2万円
48.0万円

50.4万円
47.4万円

50.1万円
46.8万円

50.1万円
48.5万円

49.4万円
49.6万円

（156.4億円）

（164.2億円）

（160.4億円）

※表記単位未満の四捨五入のため、内訳の合計と総数は一致しません。

※土地および現物は除く。
※特別会計の基金は除く。



25年度

355,446円

28年度

399,261円

27年度

401,987円

26年度

390,086円

25年度

2億
2,324万円

29年度 29年度

386,753円

25年度

8,031人

159人
（2％）

3,134万円

1,351万円

261万円
1,109万円

1,996万円

674万円
1,078万円

2,815万円
（１％）

11億7,320万円
（45％）

14億1,000万円
（54％）

3,440人
（52％）

2,992人
（46％）

33,181人

29年度

6,591人

28年度

6,865人

27年度

7,262人

26年度

7,624人

国民健康保険の現状

◆
歳
入
総
額　

39
億
９
３
６
８
万
円

　
　

前
年
度
に
比
べ
２
億
５
７
５
万
円（
４・ 

　

９
％
）
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
内
訳
】※

（　

）
は
対
前
年
度
増
加
率

　

▽
国
民
健
康
保
険
税
＝
７
億
３
２
１
７
万

　

円
（
▲
６
・
25
％
）
▽
国
県
支
出
金
＝

　

９
億
４
２
３
７
万
円
（
▲
５
・
５
％
）
▽

　

前
期
高
齢
者
交
付
金
＝
９
億
１
０
６
８
万

　

円
（
▲
４
・
28
％
）
▽
共
同
事
業
交
付
金

　

＝
７
億
８
１
７
４
万
円
（
▲
10
・
93
％
）

◆
歳
出
総
額　

37
億
５
３
０
３
万
円

　
　

前
年
度
に
比
べ
２
億
１
２
５
５
万（
５・

　

36
％
）
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】※

（　

）
は
対
前
年
度
増
加
率

　

▽
保
険
給
付
費
＝
21
億
７
３
３
６
万
円

　
（
▲
７
・
84
％
）
▽
後
期
高
齢
者
支
援
金

　

＝
３
億
６
４
４
８
万
円
（
▲
５
・
57
％
）

　

▽
共
同
事
業
拠
出
金
＝
８
億
９
０
２
２
万

　

円
（
▲
３
・
85
％
）

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
国
民
健
康
保
険
税
と
国
等
か
ら
の
補
助
金
を
財
源
と
し
て
、
保

険
者
で
あ
る
市
と
と
も
に
、
平
成
30
年
度
か
ら
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
共
同
で

運
営
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
自
営
業
者
や
農
業
従
事
者
な
ど
、
職
場
の
健
康
保
険
（
社
会
保
険
等
）

に
加
入
し
て
い
な
い
す
べ
て
の
方
を
対
象
に
し
た
制
度
で
す
。
医
療
保
険
制
度
の
中
核
と
し

て
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先　

す
こ
や
か
子
育
て
課
国
保
医
療
係
（
☎
40
|
１
６
９
２
）

◆
平
成
29
年
度
１
人
当
た
り
総
医
療
費　

　

38
万
６
７
５
３
円
（
前
年
度
比
１
万
２
５

　

０
８
円
（
３
・
１
％
）
減
少
）

　

県
内
13
市
の
中
で
、
５
番
目
の
高
さ
で
す
。

１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
下
が
っ
て
い
る
も

の
の
、
高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
等
で
依
然

と
し
て
高
い
状
況
で
す
。

◆
平
成
29
年
度
積
立
額　

２
０
６
５
万
円

◆
基
金
保
有
額　

３
億
３
９
０
２
万
円

◆
１
人
当
た
り
基
金
保
有
額　

約
５
万
１
千
円

　

基
金
は
急
激
な
医
療
費
の
増
大
等
に
対
応

す
る
た
め
の
財
源
で
、
安
定
的
な
運
営
を
図

る
た
め
に
必
要
と
な
る
積
み
立
て
で
す
。

　

本
市
の
平
成
30
年
５
月
診
療
分
に
お
け
る

主
要
疾
病
の
状
況
は【
図
６
】の
と
お
り
で
す
。

　

悪
性
新
生
物
、
統
合
失
調
症
、
心
疾
患
、

腎
不
全
は
診
療
件
数
の
割
合
が
低
く
て
も
、

診
療
費
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
診
療
件
数
】

▽
上
位
３
疾
患
＝
①
高
血
圧
性
疾
患
（
１
１

　

５
４
件
）、
②
歯
の
疾
患
（
１
０
７
３
件
）、

　

③
脂
質
異
常
症
（
４
３
０
件
）

▽
男
女
別
の
特
徴
＝
脂
質
異
常
症
、歯
の
疾
患

　

以
外
で
男
性
が
女
性
を
上
回
っ
て
い
ま
す

▽
県
と
市
と
の
比
較
＝
市
は
、
糖
尿
病
、
脂

　

質
異
常
症
、
統
合
失
調
症
、
高
血
圧
性
疾

　

患
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す

【
診
療
費
】

▽
上
位
３
疾
患
＝
①
悪
性
新
生
物（
３
１
３
４

　

万
円
）、②
統
合
失
調
症（
１
９
９
６
万
円
）、

　

③
高
血
圧
性
疾
患（
１
７
６
８
万
円
）

▽
男
女
別
の
特
徴
＝
悪
性
新
生
物
、
糖
尿
病
、

　

心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
、
腎
不
全
で
男
性

　

が
女
性
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す

▽
県
と
市
と
の
比
較
＝
市
は
、
脂
質
異
常
症
、

　

統
合
失
調
症
、
腎
不
全
の
割
合
が
高
く
な

　

っ
て
い
ま
す

　

皆
さ
ん
が
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
自

己
負
担
額
は
医
療
費
の
一
部
（
１
〜
３
割
）

で
す
が
、
残
り
の
医
療
費
（
９
〜
７
割
）
は

国
保
が
負
担
し
て
い
ま
す
。
そ
の
財
源
は
皆

さ
ん
が
納
め
る
国
民
健
康
保
険
税
で
賄
わ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
資
産
割
を
な
く

す
な
ど
の
税
率
改
正
を
行
い
ま
し
た
が
、
医

療
費
が
増
え
続
け
る
と
税
負
担
を
増
や
さ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
40
〜
74
歳
ま
で
の
国
保
加
入
者

を
対
象
に
毎
年
特
定
健
診
を
行
い
、
平
成
29

年
度
か
ら
30
〜
39
歳
の
方
を
対
象
と
し
た
健

診
も
始
め
て
い
ま
す
。
特
定
健
診
は
、
生
活

習
慣
病
（
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、
脳
卒
中
、

心
臓
病
等
）
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
そ
の
基

と
な
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着

目
し
た
健
診
で
す
。
本
市
の
受
診
率
は
約
41

％
で
、
県
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
現
在

通
院
中
の
方
も
健
診
を
受
け
、
結
果
を
か
か

り
つ
け
医
に
み
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
保
険
給
付
費
は
支
出
総
額
の
57
・

９
％
を
占
め
、
毎
月
約
２
億
円
が
支
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

◆
歳
入
歳
出
差
引
額　

２
億
４
０
６
５
万
円

　
　

翌
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
が
、
依

　

然
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

◆
平
成
29
年
度
国
保
被
保
険
者
数　

　
６
５
９
１
人（
25
年
度
か
ら
１
４
４
０
人
減
）

◆※

加
入
率　

20
・
８
％

　

人
口
減
少
に
伴
い
、
被
保
険
者
も
年
々
減

少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
年
齢
構
成
で

は
、
前
期
高
齢
者
（
65
〜
74
歳
）
が
全
体
の

45
・
４
％
を
占
め
、
年
々
高
齢
者
の
割
合
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
保
加
入
世
帯

は
３
９
３
９
世
帯
で
、
加
入
率
は
34
・
９
％

で
す
。

平
成
29
年
度
決
算
報
告

国
民
健
康
保
険
の
現
状

平
成
29
年
度
の
財
政
状
況
【
図
１
】

依
然
と
し
て
高
い
医
療
費
【
図
３
】【
図
４
】

国
民
健
康
保
険
給
付
基
金
の
状
況
【
図
５
】

主
要
疾
病
の
状
況
【
図
６
】

減
少
す
る
被
保
険
者
【
図
２
】

医
療
費
の
増
大
は

税
負
担
に
直
接
影
響
し
ま
す

年
１
回
の
健
診
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク

健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う

歳出
37億
5,303万円

歳入
39億
9,368万円

共同事業拠出金
8億9,022万円
（23.7％）保健事業費

1,956万円
（0.5％）

総務費
9,527万円
（2.6％）

介護納付金
1億6,588万円
（4.4％）

後期高齢者支援金
3億6,448万円
（9.7％）

保険給付費
21億7,336万円
（57.9％）

その他
4,425万円（1.2％）

その他
1,108万円
（0.3％）

繰越金
2億3,386万円（5.9％）

共同事業交付金
7億8,174万円
（19.6％）

一般会計繰入金
2億9,377万円
（7.4％）

前期高齢者交付金
9億1,068万円
（22.8％） 療養給付費交付金

8,801万円（2.2％）

国県支出金
9億4,237万円
（23.6％）

国民健康保険税
7億3,217万円
（18.3％）

用語解説

※加入率＝市の人口に対する国保被保険者数の割合
※表記単位未満の四捨五入のため、内訳の合計と総数は一致しません。

【歳入】
■療養給付費交付金　被用者保険等（社保）の保険者からの拠出金
　を財源として、社会保険診療報酬支払基金から交付される退職被
　保険者分の交付金
■前期高齢者交付金　保険者間に生じる前期高齢者（65～74歳の被
　保険者）に係る医療費の不均衡を調整するため、社会保険診療報
　酬支払基金から交付される交付金

【歳出】
■保険給付費　医療費、高額療養費、出産育児一時金、葬祭費
■後期高齢者支援金　後期高齢者の医療費を安定的に支えるために、
　公平に保険者が納付の義務を負う支援金
■介護納付金　介護給付および介護予防給付に要する費用に充てる
　ため保険者が負担する納付金
■保健事業費　国保の被保険者の疾病予防、健康保持増進の事業に
　要する費用（特定健康診査、ヘルスアップ教室、人間ドック、医
　療費のお知らせ等）

【図１】平成29年度　国民健康保険特別会計決算【図２】人口と被保険者数の推移

国保被保険者
人口（４月１日現在）南陽市

13市平均

診療件数

一般未就学児

1,133万円

腎
不
全

悪
性
新
生
物

糖
尿
病

脂
質
異
常
症

統
合
失
調
症

高
血
圧
性
疾
患

心
疾
患

脳
血
管
疾
患

歯
の
疾
患

被保険者数

総医療費

前期高齢者

診療費

【図３】１人当たりの総医療費の推移【図５】給付基金保有額の推移

【図６】疾病別診療件数とその金額
※平成30年５月診療分の主要疾病を比較

【図４】年齢区分別の被保険者数と医療費の割合
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3億
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ま
か
な

５年間で
1,440人の減

334,337円

366,914円
365,035円

343,531円

379,798円

334,337円

366,914円
365,035円

343,531円

379,798円



　水環境への興味と下水道が果たす役割についての理解を深めてもらうため、毎年市内小学生を対象に下水道ポ
スターを募集しています。今年応募のあった１１５点の中から入選作品を紹介します。
　なお、金賞、銀賞作品は、全国下水道いろいろコンクールポスター部門に出展されます。

※１長期前受金戻入　国庫補助金や受益者負担金等を、その資産の
　減価償却期間に分割して収益化するものです。
※２受水費　本市では水道用水をすべて県（置賜広域水道）から受
　水しており、その購入費です。
※３減価償却費　長期間使用される固定資産（設備等）の取得費を
　その資産が使用できる期間にわたって費用配分したものです。
※４建設改良費　水道や下水道施設の建設や更新、配水管や下水道
　管などの布設や改良工事を行う事業費です。
※５企業債　施設整備のための借入金です。償還金は、企業債の元
　本返済分です。

※６流域下水道管理運営費　本市の公共下水道は、県の最上川流域
　下水道（置賜処理区）に接続して処理しており、その負担金です。
※７内部留保資金　減価償却費等の実際にお金の支出がない費用計
　上によって生じた資金や、利益の積立金です。この資金を、資本
　的収支の不足分に充てています。
※８純損失　平成29年度は、使わなくなった旧最上川浄水場の解体
　費用がかかったため純損失を計上しました。これまでの繰越利益
　剰余金により補てんします。
※９純利益　次年度の建設改良費等に使用します。

用語解説

水道事業（平成30年 3月31日現在）

下水道事業（平成30年 3月31日現在）
■資本的収支（下水道管等、施設を建設・更新するための収支）■収益的収支（下水道使用料等、汚水・雨水を処理するための収支）

■資本的収支（水道管等、施設を建設・更新するための収支）■収益的収支（水道料金等、水をお届けするための収支）

水道・下水道事業

■問合せ先　上下水道課経営係（☎40－８４２９）

平成29年度 決算報告

下水道使用料
３億4,830万円

他会計負担金
（雨水分）
6,833万円

他会計補助金
（汚水分）
３億6,471万円

長期前受金
戻入※1
１億9,673万円

その他
57万円

企業債※5
２億7,860万円

出資金・負担金
３億2,373万円

補助金
１億4,479万円

建設改良費※4
３億9,612万円

企業債償還金※5
７億2,810万円

不足額
３億7,710万円
内部留保資金※7
を用いて補てん

不足額
３億7,710万円
内部留保資金※7
を用いて補てん

職員給与費等
3,183万円

【消費税抜き】 【消費税込み】

【消費税抜き】 【消費税込み】

流域下水道
管理運営費※6
１億6,764万円

減価償却費等※3
５億5,509万円

支払利息
１億6,341万円

その他
経常経費
5,117万円

総収入
７億4,712万円

総支出
11億2,422万円

総収益
９億7,864万円

総費用
９億6,914万円

水道料金
７億3,785万円

その他
4,570万円

企業債※5
5,000万円

出資金・負担金
3,398万円

固定資産売却益
764万円 不足額

２億5,697万円
内部留保資金※7
を用いて補てん

職員給与費等
5,871万円受水費※2

２億9,924万円

企業債償還金※5
１億1,186万円

建設改良費※4
２億3,673万円減価償却費等※3

２億1,277万円

その他
経常費用
２億7,014万円
（旧最上川浄水場解体費用
１億5,791万円含む）

支払利息
2,842万円

総収益
８億1,150万円

総収入
9,162万円

総支出
３億4,859万円

総費用
８億6,928万円

長期前受金戻入※1
2,795万円

平成29年度水道・下水道事業決算報告

【収益的収支と資本的収支について】

純損失※8
5,778万円

純利益※9
950万円

問上下水道課給排水係（☎40－８８４５）

市下水道ポスターコンクール入選作品を紹介します

金賞

銀賞

銅賞

入選作品（金、銀、銅賞）を展示します
◆期日・場所
11月６日㈫～12日㈪・えくぼプラザ
11月13日㈫～19日㈪・マックスバリュ南陽店
11月20日㈫～26日㈪・ヤマザワ南陽店
11月27日㈫～12月３日㈪・うめや南陽店

平成30年度 　平成29年度は、水道事業においては約5,778
万円の純損失を、また下水道事業では約950万
円の純利益をそれぞれ計上しました。
　水道事業の純損失の原因は、使用しなくなっ
た浄水場の解体に費用がかかったためです。
　引き続き一層の経費削減と効率的な事業運営
を行い、市民サービスの充実と企業経営の健全
化に努めていきます。

　水道事業と下水道事業は地方公営企業として位置づけられているため、経理はその企業活動を正確に把握する
必要があります。そのため、営業活動に関わる損益取引（収益的収支）と、営業活動以外の資本の増減に関わる
資本取引（資本的収支）に会計上明確に分けるよう定められています。

小形理生さん
（中川小６年）

今
妃
和
さ
ん

（
沖
郷
小
６
年
）

山田莉生さん
（沖郷小６年）

竹田孝太郎さん
（梨郷小６年）

石田茉桜さん
（沖郷小６年）

小林万桜さん
（沖郷小６年）

小関結優さん
（梨郷小５年）

髙
橋
庵
さ
ん

（
漆
山
小
５
年
）

齋
藤
聖
永
さ
ん

（
梨
郷
小
５
年
）

小
梁
川
り
お
さ
ん

（
赤
湯
小
４
年
）

鈴
木
光
琉
さ
ん

（
漆
山
小
４
年
）

殿
岡
櫻
弓
さ
ん

（
荻
小
４
年
）

中
村
友
梨
さ
ん

（
梨
郷
小
４
年
）

石黒心渚さん
（赤湯小４年）

渡邉優実さん
（赤湯小４年）

田口綾香さん
（沖郷小５年）

落合冴月さん
（沖郷小５年）

滝澤こころさん
（漆山小４年）

小林日和さん
（漆山小５年）

蒲生珠哩さん
（赤湯小６年）

30.11.１ （８）



◆チケットの市民先行販売を
　行います
▼期　　間　11月10日㈯～16日㈮
▼受付時間　午前９時～午後９時
▼場　　所　シェルターなんようホール
　　　　　　（市文化会館）
※１人４枚まで購入可。
※電話でのチケット予約はできません。
※販売枚数に限りがありますので、お早めに
　お買い求めください。
※市民である証明（運転免許証等）をご持参
　ください。

◆一般販売について
　（12月１日㈯午前10時～）
▽ローソンチケット
　【☎0570-084-002・Ｌコード＝21564】
▽チケットぴあ
　【☎0570-02-9999・Ｐコード＝130-738】
▽ノースロードオンラインチケット
　【https://north-road.tstar.jp】
▽シェルターなんようホール
　（初日のみ午前10時から。12月２日㈰以降は、
　午前９時～午後９時／休館日＝月曜日・祝日の
　場合は翌日）　　　　　　　　で販売します。

問
南
陽
消
防
署
（
☎
43 

― 

３
５
０
０
）

問
南
陽
消
防
署
（
☎
43 

― 

３
５
０
０
）

南
陽
市
消
防
団

郷
土
の
守
り

　
近
年
、
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
自
然
災
害
が

全
国
的
に
多
発
し
、
全
国
各
地
で
想
像
を
超

え
る
よ
う
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
南

陽
市
で
も
「
50
年
に
一
度
」
と
言
わ
れ
る
水

害
が
平
成
25
年
・
26
年
と
２
年
連
続
で
発
生

し
、
私
が
所
属
す
る
第
７
分
団
赤
湯
地
区
で

は
、
吉
野
川
か
ら
越
水
し
た
濁
流
が
町
に
流

れ
込
み
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
私

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

も
改
め
て
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
知
る
経

験
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
と

言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
経
験
し
た
災
害
を

し　
し

子
々

そ
ん
そ
ん

孫
々
に
伝
え
る
の
も
私
た
ち
消
防
団
の
務
め

だ
と
思
い
ま
す
。
災
害
に
対
す
る
心
構
え
は

消
防
人
だ
け
で
は
な
く
、
一
人
一
人
が
防
災

に
興
味
を
持
ち
、
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
災
害
か
ら
大
切
な
命
を
守
る

に
は
、
そ

 

い
し
ず
え 

の
礎
と
な
る
消
防
機
関
、
防
災
機

関
、
地
区
会
等
の
地
域
組
織
と
の
連
携
を
密

に
す
る
こ
と
が
最
大
の
防
災
対
策
だ
と
思
い

ま
す
。

　
消
防
団
の
主
な
活
動
は
現
場
活
動
や
予
防

広
報
活
動
で
す
が
、
地
域
行
事
に
積
極
的
に

参
加
す
る
地
域
に
密
着
し
た
組
織
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
生
命
、
身
体
、

財
産
を
災
害
か
ら
守
り
、
支
え
と
な
り
頼
も

し
い
存
在
と
思
わ
れ
る
よ
う
活
動
し
て
い
き

ま
す
。

　
今
後
も
消
防
団
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
常
備
薬
等
の
確
認

　
災
害
時
の
薬
不
足
に
備
え
、
特
に
持
病
を

お
持
ち
の
方
は
処
方

せ
ん箋
の
控
え
を
保
管
し
、

配
置
薬
や
市
販
薬
の
準
備
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

■
防
災
グ
ッ
ズ
の
準
備
・
確
認

 

非
常
用
持
出
バ
ッ
グ
に
防
災
グ
ッ
ズ
を
入

れ
て
準
備
し
て
お
き
、
期
限
切
れ
が
無
い
か

定
期
的
に
確
認
し
、
期
限
が
切
れ
た
も
の
は

交
換
し
ま
し
ょ
う
。

■
避
難
場
所
・
避
難
ル
ー
ト
の
確
認

 

家
族
で
、
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で

最
寄
り
の
避
難
場
所
お
よ
び
避
難
ル
ー
ト
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
災
害
時
通
れ
な
く
な
る

道
や
危
険
な
場
所
は
通
ら
な
い
よ
う
に
注
意

が
必
要
で
す
。

　
今
年
度
、
無
作
為
抽
出
に
よ
り
皆
さ
ん
の

お
宅
を
消
防
署
員
が
訪
問
し
て
調
査
し
た
結
果
、

６
月
１
日
時
点
の
設
置
率
お
よ
び
条
例
適
合

率
（
適
切
な
場
所
に
警
報
器
を
設
置
し
て
い

る
世
帯
数
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
の
結
果
か
ら
、
南
陽
市
の
条
例
適
合
率

は
全
国
的
に
見
て
も
低
く
、
設
置
済
み
の
世

帯
で
も
適
切
な
場
所
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
は
死
者
数
の
低
減
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ

と
が
実
証
さ
れ
て
お
り
、義
務
化
に
よ
る
死
者

数
の
大
幅
な
減
少
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
11
月
９
日
㈮
〜
15
日
㈭
に
秋
季
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
火
災
の
発
生
し
や

す
い
時
期
を
迎
え
、
消
防
署
･
消
防
団
で
は

防
災
行
政
無
線
で
の
呼
び
掛
け
や
警
鐘
を
鳴

ら
す
等
、
火
災
予
防
運
動
を
行
い
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
に
対
す
る
心
構
え

第
７
分
団
分
団
長　
歌
丸　
雄
一
朗
（
赤
湯
地
区
）

災
害
へ
の
備
え
は
万
全
で
す
か

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
に
つ
い
て

秋
季
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

▽
小
学
生
の
部　
最
優
秀
賞
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
「
身
に
つ
け
よ
う　
出
か
け
る
前
に　
火
の
点
検
」

▽
中
学
生
の
部　
最
優
秀
賞
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
「
消
し
た
は
ず　
心
の
甘
さ
が　
火
事
の
も
と
」

平
成
30
年

南
陽
市

防
火
標
語

■
設
置
率

【
南
陽
市
】88
・
３
％

【
山
形
県
】80
・
０
％

【
全　
国
】81
・
６
％

■
条
例
適
合
率

【
南
陽
市
】51
・
１
％

【
山
形
県
】57
・
６
％

【
全　
国
】66
・
５
％

30.11.１（11） 30.11.１ （10）

岩崎宏美　コンサートツアー
ＰＲＥＳＥＮＴ～ for you ＊ for me ～
岩崎宏美　コンサートツアー
ＰＲＥＳＥＮＴ～ for you ＊ for me ～

■場所

■チケット料金（指定席） 

平成31年３月17日㈰
開場＝午後５時／開演＝午後５時30分
シェルターなんようホール（南陽市文化会館）大ホール

　　　　　６,３００円
※未就学児の入場不可。また、乳幼児の同伴はできません。
※駐車場の台数に限りがありますので、できるだけ乗り合わせでお越しください。

　抜群の歌唱力で人々を魅了し続ける岩崎宏美からあなたへ、珠玉のサウンドとともに感謝を込めて大切な
「贈り物」をお届けします。

●問合せ先　ＹＴＳ山形テレビ販促事業部（☎０２３－６４５－１２１１）
　　　　　　ノースロードミュージック（☎０２２－２５６－１０００）

■時間

■期日



　県では、安心して子どもを産み、育てることができる社会の実現を目指し、子育て
において、重要な役割を果たす家庭や家族の絆を大切にする「家庭の日」を設けてい
ます。毎月第３日曜日を「家庭の日」として、家族の語らいや親子の触れ合いをとお
して、子どもを育む家族の素晴らしさや大切さを家庭や
地域で見つめ直していきましょう。
　11月の推進テーマは「働くことの大切さを学ぶ」です。
家族の仕事について、家庭で語り合う時間を作ってみて
はいかがでしょうか。

　子どもをいじめから守り、非行を防止・根絶するためには、学校・地域・家
庭が連携して“いじめ・非行”を見逃さないことが大切です。地域の大切な子
どもが健やかに育っていけるよう、市民一人ひとりが、“いじめ・非行”がなく
なるための意識づくり・環境づくりを進めていきましょう。

若い市民   No.54 青少年育成市民会議●問合せ先　社会教育課社会教育係（☎40－８９９２）

「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」
で
す

11
月
は

毎月第３日曜日は「家庭の日」です

家族そろって笑顔で過ごす時間をつくりましょう

“いじめ・非行をなくそう” やまがた県民運動

　今年度も本運動の一環として県内の小中学校にいじめ防止・根絶に向けた標語を募集しました。
　青少年育成市民会議では、市で応募のあった2,185点（小学校1,454点、中学校731点）の中から15点を選出
し、置賜地区審査会へ推薦しました。その結果、入選作品は次のとおりとなりました。
■置賜地区青少年育成連絡協議会　入選　「認め合う　君の考え　私の気持ち」　沖郷中学校１年　平田寧々
　また、選出15点を掲載した標語カレンダーを12月に作成し、各小中学校、関係機関へ配布します。

～小中学生の皆さん、多くのご応募ありがとうございました～

　

青
少
年
育
成
県
民
運
動
に
対

す
る
市
民
の
意
識
化
と
取
り
組

み
の
推
進
を
図
る
た
め
、
広
報

啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
行

い
ま
す
。

　

ご
家
族
連
れ
で
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◆
期
日　

11
月
３
日
㈯

◆
時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

◆
場
所　

菊
と
市
民
の
カ
ー
ニ

　

バ
ル
会
場
（
宮
内
地
内
）

◆
内
容　

き
ら
き
ら
・　

え　

く　

Ｅ
Ｋ
Ｕ

　
　

ぼ　
Ｂ
Ｏ
キ
ッ
ズ
と
一
緒
に
啓
発

　

グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
す

問
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

（
☎
40 

― 

８
９
９
２
）

INFORMATION
青
少
年
健
全
育
成

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
お
知
ら
せ

　青少年が、社会の中で自らの役割と責任を自覚し、広い視野と
豊かな心を培い、非行に走ることなく、心身ともに健やかに成長
することは、みんなの願いです。
　こうした中、国では11月を「子ども・若者育成支援強調月間」
と定め、青少年健全育成運動の一層の充実と定着を図っています。
　県や市でも、「大人が変われば子どもも変わる県民運動」「“い
じめ・非行をなくそう”やまがた県民運動」の２つの県民運動を
軸に、家庭、学校、職場、地域社会および行政が一体となり、青
少年健全育成運動を推進していきます。

　　　あいさつ・見守り運動
　　　子どもを家庭・地域で育てよう
▽「オアシス」運動を行おう（おはよう、
　ありがとう、しつれいします、すみ
　ません）
▽コミュニケーションを深めよう
　（あいさつ・会話をする、地域行事
　に参加する等）
▽子どもを見守ろう（あいさつ、話を聞く、
　認める、ほめる、励ます、注意する等）

　　　モラル・マナーの向上運動
　　　大人が子どもの手本となろう
▽ごみ・空き缶・吸い殻を捨てずに持
　ち帰ろう
▽交通ルールと乗車マナーを守ろう
　（優しい運転、自転車の乗り方、駐車場
　の利用等）
▽公共の場のマナーを守ろう
　（高齢者・障がい者に席を譲る、携帯電話
　のマナーを守る、身だしなみを整える等）

　　　子どもを事故、犯罪等から守る
　　　子どもの安全を地域全体で見守ろう
▽公園・通学路等を点検し、安心安全
　なまちに改善しよう（子ども１１０
　番の設置）
▽子どもに有害図書類（成人向け図書・
　ＤＶＤ等）を見せない・買わせない
　ようにしよう
▽未成年者の飲酒・喫煙を防止しよう
　（未成年に売らない、買わせない等）
▽インターネット上の有害サイトを利
　用しない、させないようにし、ＳＮ
　Ｓ（ソーシャル・ネットワーキング・
　サービス）等の活用ルールの周知を
　図ろう
▽薬物に関する正しい知識を持ち、「ＮＯ」
　と言える勇気を育もう
▽未成年を深夜（午後11時から午前４
　時）に外出させない、カラオケボッ
　クス等に立ち入らせないようにしよう
▽万引きを「しない・させない・見逃
　さない」環境づくりを推進しよう

大人が変われば子どもも変わる県民運動

県 民 運 動 ３ つ の 柱

1

2

3

▽学校、家庭、地域が連携し、みんなでいじめ・
　非行を許さない社会づくりを進めていこう
▽いじめを受けて悩んでいる子どもが相談し
　やすい環境をつくっていこう

■運動の基本方針しない

させない

見逃さない

しない

させない

見逃さない

いじめを

30.11.１（13） 30.11.１ （12）

「認め合う　君の考え　私の気持ち」
～“いじめ・非行をなくそう”標語コンクールが行われました～

　幼少期における家庭でのお手伝いは、子どもの
責任感や自立心、思いやりの心を育むとともに、
家族で一緒に作業することで、家族の交流のきっ
かけにもなります。
　青少年育成市民会議では家庭でのお手伝いの推
進を目指し、南陽宣隊アルカディオンの協力のも
と、「やってみっぺ、おうちのおてつだい」キャン
ペーンを実施しています。この度、キャンペーン
の一環として、幼保施設を通じて、各家庭でのお
手伝いをテーマにしたぬり絵作品を募集しました。

　集まった作品は、11月５日㈪までえくぼプラザ
市民ギャラリーに展示します。ぜひ、この機会に
個性豊かな園児の作品の数々をご覧ください。

アルカディオンのおてつだい★ぬり絵チャレンジ！

たくさんのご応募ありがとうございました



▲児童たちは、大きく口を開け、パクリと一口で食べていました。

あま～い秋　いただきます
地場産デー「大粒ぶどう給食」

市内幼児施設・小中学校等23施設

　ＪＡ山形おきたまの協力のもと、地産地消事業の
一環として南陽産の大粒ぶどう（シャインマスカッ
ト）を給食で提供。このうち９月19日㈬の赤湯小学
校では、児童たちは、次々とぶどうを口にほお張る
と「あまくておいしい」と笑顔で味わっていました。

▲10月５日㈮、テープカットで開園を祝う白岩市長始め関係者ら。

　今年は宮内会場と花公園会場で日程を分けて開催。
熊野大社周辺は、菊人形「夕鶴」や色とりどりの菊
花のフラワーアートで彩られました。土日・祝日に
はライトアップも行われるなど、来場者は日ごろ味
わえない和とアートの幻想的な空間を楽しみました。

▲来場者は「本当に見事で見ごたえがある」と美しく咲いた菊の
　花を立ち止まってじっくりと鑑賞していました。

　会場では、「西郷どん」をテーマとした菊人形、
大菊三本立て等の約９００鉢の菊花とともに華やか
な菊の総合花壇や高さ４ｍの玉菊花壇がお出迎えし、
来場者の目を楽しませています。入場無料で11月
11日㈰まで。ぜひご家族連れでお越しください。

第106回南陽の菊まつり

今月の
スマイ

ル

30.11.１（15） 30.11.１ （14）

場

9
19~21 古道とアートの調和

熊野大社周辺場

10
5~14 伝統と技を鑑賞

中央花公園場

10
15~

11
11

▼フィナーレでは、会場の全員で「ふるさと」を合唱しました。

ふるさと想う心　いつまでも
第32回ふるさと南陽のつどい

ホテルニューオータニ（東京都）

　山形県人東京南陽会によって開催され、市出身の
首都圏在住者や来賓、市からバスツアーで駆け付け
た市民など、総勢400人が参加。須貝智郎さんが25
年ぶりに出演した歌謡ショーや大抽選会等で会場は
大いに盛り上がり、参加者は旧交を温めていました。

場

9
23

▲白竜湖周辺の景色を一望しながらフライトする参加者。

南陽の空と山を楽しむ
2018スカイフェスティバルin南陽

南陽スカイパーク

　市スカイレジャー振興協議会が主催。天候の影響
でフライトは29日㈯の午後のみとなりましたが、参
加者18人が南陽の空へ飛び立ち、着陸地点から目標
までの距離を競いました。会場では屋台、工作コー
ナー等の催しが開かれ、多くの人でにぎわいました。

場

9
29・30

▼指揮に合わせて、表情豊かに元気な歌声を響かせる児童たち。

音楽で心をひとつに
第46回市小学校音楽会

シェルターなんようホール

　市内７校の児童が、この日のために練習してきた
合唱や合奏等を２曲ずつ披露。児童たちは、元気い
っぱいの歌声や息の合った演奏を大ホール中に響か
せました。各校の発表が終わると、会場で見守って
いた保護者等からは盛大な拍手が送られました。

場

10
3

▼写真は担架搬送・応急救護訓練の様子。その他、初期消火、給食給水・
　炊き出し、土砂災害車両救出救助訓練等が行われました。

実践訓練で　有事に備える
市総合防災訓練

金山公民館周辺

　関係22団体を含めた合計576人が参加。地区住民
の参加が多く、防災意識の高さが感じられました。
地震による大規模災害時のさまざまな場面を想定し
た各訓練で実践的な行動を確認。防災関係機関の協
力体制強化と地域防災力の向上を図りました。

場

10
21

▲女の子のNANちゃん（写真中央右）と男の子のYOちゃん（写真
　中央左）が登場すると、早速子どもたちに大人気の様子でした。

シェルターなんようホール

　市の「市民が主役の地方創生事業」で採択された
「NANちゃんYOちゃん応援隊」が、26年前に誕生
した市のシンボルキャラクターの着ぐるみを作成し、
商工まつり会場内で初お披露目しました。今後もさ
まざまな催しに登場しますので、応援お願いします。

場

＝場所※場

な　ん

NANちゃんYOちゃん初登場
市商工まつり10

6 よ　う



11月14日は「世界糖尿病デー」です

問合せ先
すこやか子育て課すこやか係（☎40－1691）

健康づくり発信局・受付時間においでください。
・各担当医は変更になる場合があります。
・けん診・予防接種については、市ホームページでもご覧になれます。
　　　　　　　　問合せ先　すこやか子育て課けん診係（☎40－1693）

保健と予防保健と予防
HEALTH健康だより

市民の健康づくりを応援する「健康なんよう21（第２次）」から

30.11.１（17） 30.11.１ （16）

平成30年８
月生まれの
方と前回未
受診の方

●３～４か月児健診

12/７
㈮

午後１時10分
　～１時30分

健康長寿
センター

公立置賜
総合病院
小児科・
整形外科

月日 受付時間 場所 内容 担当 対象者

診察（小児
科・整形外
科）、お話

（お　話）離乳食の進め方、予防接種の受け方
（持ち物）母子健康手帳、問診票、替えオムツ数枚、バスタオル
※会場に着いてから診察が終わるまで、授乳を控えてください。
※終了時間は午後４時頃です。

問すこやか子育て課すこやか係（☎40－1691）

（持ち物）母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオル
※該当者には個別に通知します。
※子どもの健康状態をわかる方が付き添ってください。
※フッ素塗布は希望者に自己負担５００円で実施します。

　問すこやか子育て課すこやか係（☎40－1691）

11/27
㈫

午前９時15分
　～９時30分

午前10時
　～10時15分

シェルター
なんよう
ホール

土屋　晶子

月日 受付時間 場所 内容 担当医 対象者

●２歳児歯っぴー教室

歯科診察、
フッ素塗布、
その他

平成28年４月
生まれの方と前
回未受診の方
平成28年10月
生まれの方と前
回未受診の方

Ｂ型肝炎 １歳未満（標準的な接種時期
は、満２か月～９か月未満）

Ｈｉｂ（ヒブ） 平成30年９月生まれの方 満２か月～５歳未満
小児用肺炎球菌 満２か月～５歳未満

ＢＣＧ 満５か月～８か月未満
（標準的な接種時期）平成30年６月生まれの方

満３か月～７歳６か月未満平成30年８月生まれの方四種混合

麻しん風しん
第１期 満１歳～２歳未満

平成29年11月生まれの方

日本脳炎第１期 満３歳～７歳６か月未満平成27年11月生まれの方
水痘 満１歳～３歳未満

予防接種 対象者 接種期間

●11月の予防接種開始対象者

（持ち物）予診票、母子健康手帳
※誕生日以降に接種してください。

午前７時30分
　～９時

※該当日に受診できない方は、他の日程でも受診できます。
（持ち物）保険証、健診票、自己負担金、その他必要とする物
◆対象者
【特定健診・後期高齢者健診】①昭和54年３月31日までに
　生まれた方で南陽市国民健康保険被保険者の方②山形県
　後期高齢者医療広域連合被保険者の方
※①②以外の方は、保険証に記載してある医療保険者が行
　う健診を受けてください。
【胃がん・大腸がん・呼吸器検診】昭和54年３月31日まで
　に生まれた方

11/27
㈫

坂井、鍋田、中ノ目、西落合、
中落合

11/28
㈬

沖郷公民館
（防災センター） 宮崎、露橋、関根、郡山東

11/29
㈭ 沖田、高梨、法師柳、長瀞

月日 受付時間 場所 地区

●特定健診、胃がん・大腸がん・呼吸器検診

午前７時15分～
　　７時45分

午前７時30分～
　　９時
午前７時15分～
　　７時45分

午前７時30分～
　　９時

特定健診、後期高齢者健診、胃がん・
大腸がん･呼吸器検診

◆対象者　次の項目に該当する各健（検）診の対象者で、
　今年度まだ受診していない方
【特定健診】昭和54年３月31日までに生まれた方で南陽市
　国民健康保険被保険者の方
【後期高齢者健診】県後期高齢者医療広域連合被保険者の方
【胃/大腸がん・呼吸器検診】昭和54年３月31日までに生まれた方
【子宮頸がん検診】平成31年３月31日時点で20歳以上の女性
【乳がん検診】平成31年３月31日時点で40歳以上の女性
【人間ドック】昭和19年４月１日から昭和54年３月31日までに
　生まれた方（県後期高齢者医療広域連合被保険者を除く）
◆申込締切　平成31年１月11日㈮
◆申込先　▽【人間ドック】＝南陽検診センター（☎43－6303）
　▽【その他の健（検）診】＝すこやか子育て課けん診係（☎40－1693）

１/19㈯
１/22㈫

人間ドック
人間ドック、子宮頸がん・乳がん検診

１/30㈬
１/31㈭

１/28㈪
南陽検診
センター

特定健診、後期高齢者健診、胃がん・
大腸がん･呼吸器検診

１/29㈫ 人間ドック、子宮頸がん・乳がん検診

月日 受付時間 場所 地区

●特定健診、がん検診、人間ドックの追加健診

むし歯なかったよ ９月の３歳児健診でむし歯がなかった子どもたち

にのみや　かれん ちゃん はやし　さき ちゃん ふなやま　これん くん ほりごめ　みらん ちゃん まつもと　なな ちゃん わたなべ　さや ちゃん

さとう　はやと くん さとう　りさ ちゃん ししど　せいな ちゃん すずき　あらた くん たけだ　ももか ちゃん なかはら　りおん ちゃん

いそべ　ゆいか ちゃん うるしやま　かいと くん えんどう　せいな ちゃん おがわ　おうせい くん かねこ　りく くん さとう　すみれ ちゃん

■「糖尿病」とは
　「国民病」と言われて久しい糖尿病は、血糖値を下
げる働きを持つインスリンが十分に作用しなくなるこ
とで高血糖が続き、全身の血管や神経を傷め、さまざ
まな合併症を引き起こします。初期症状に乏しく、自
覚症状が現れた頃にはある程度進行しているケースも
多いことから「サイレントキラー」とも呼ばれています。
　生活習慣が原因で起こる「２型糖尿病」がほとんどで、
予備軍を含めると２,０００万人以上いると言われます。

■いかがでしたか？健診結果
　市の特定健診結果では、下グラフのとおりHbA1c※が
高い方が多く、カロリーの取り過ぎや運動不足等の生
活習慣を改善しないと糖尿病になる恐れのある方が多
いと予想されます。
※【HbA1c（ヘモグロビン・エーワンシー）】
＝過去１～２か月の血糖値を反映している検査です。

■しっかり健康管理をしましょう
　市の特定健診ではHbA1cの他に血
糖、尿糖、血清クレアチニン、ｅGFR
等、糖尿病や腎機能低下を早期に発
見できる項目があります。
　まだ受診していない方は早めに申し込んでください。

■糖尿病予防のために・・・
▶▶▶【食生活】
　▽朝昼晩３度の食事を規則正しく、バランスよく取る
　▽急がず、ゆっくり食べてよく噛む
　▽間食や食べ過ぎに注意する

▶▶▶【運動】
　▽散歩やラジオ体操など無理なく続けられる運動を
　　見つけて挑戦してみる
　▽時間のない方は「ながら運動」をしてみる
　　（テレビを見ながら、家事をしながら…）
　▽ときどき筋肉を鍛える運動もしてみる

●子宮頸がん・乳がん検診（集団検診）

※該当日に受診できない方は、他の日程でも受診できます。
（持ち物）検診票、自己負担金（「新たなステージに入った
　がん検診の総合支援事業」の対象者には自己負担金を全 
　額助成します。送付されている無料クーポン券を受付に
　お出しください）

　事前に申し込みの方には、今回の市報と一緒に検診票を
配布または郵送します。新規で申し込みを希望される方は、
すこやか子育て課けん診係までご連絡ください。

午後１時
　～１時30分

南陽検診
センター

月日 受付時間 場所 地区 対象者
《子宮頸がん検診》
20歳以上の女性
《 乳 が ん 検 診 》
40歳以上の女性
（年齢は平成31年 
 ３月31日時点）

12/４
㈫

和泉町（一、二）、
吉野町（上、下）

（持ち物）母子健康手帳、筆記用具、バスタオル、エプロン、
　記名したガーゼ、三角巾、おしぼり・スプーン等（お子
　さん用）、調理実習代１００円
※準備の都合上、８月24日㈮まで予約をお願いします。
※母乳の方は授乳を済ませてきてください。
※終了時間は正午頃です。

　問すこやか子育て課すこやか係（☎40－1691）

（持ち物）母子健康手帳、筆記用具
※準備の都合上、11月30日㈮まで予約をお願いします。
※終了時間は午後４時頃です。

　問・　すこやか子育て課すこやか係（☎40－1691）

月日 受付時間 場所 内容 対象者

●両親学級（こんにちは赤ちゃんコース
　～赤ちゃんを迎える準備をはじめましょう～）

12/６
㈭

午後１時
　～１時10分

健康長寿
センター

母乳について、育児と観察、
お風呂の入れ方、プレパパの
妊婦体験

妊娠届出
後の妊婦
とその夫

◆HbA1cが高い方（5.6％以上）の男女別割合

71.3％

市

52.0%

県

57.1%

国

〈男〉
72.1％

市

55.9%

県

56.5%

国

〈女〉

（平成29年度特定健診結果国保データベースシステム）

　毎月２回予約制で実施しています。血糖値が高め
の方は、ぜひ一度ご相談ください。
◆持ち物　通院中の方は主治医の指示

せん
箋

◆申込先　すこやか子育て課すこやか係（☎40－1691）

管理栄養士による栄養相談を開設しています
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オススメの一冊

新着図書紹介
［配置場所］新着コーナー
・グリーン・グリーン　

あさのあつこ／著
・影ぞ恋しき　　　　葉室麟／著
・『賢い子』は図鑑で育てる

瀧靖之／著
・言葉のトリック　　多湖輝／著
［配置場所］こどもの森コーナー
・流星と稲妻　　　落合由佳／著
・ねこの町の本屋さん

小手鞠るい／作
・オオイシさん　　北村直子／作
・タローズ　モラグ・フッド／作
※今回紹介した本以外にも多数の
　新着図書を取りそろえています。

図書館だより
市立図書館（☎43－2 2 1 9 ）

○は休館日

11月の図書館カレンダー
土金木水火月日

　健康寿命とされる72歳まで残り
22年。あとこれしかないと意識する
のか、それとも残りをどう楽しんで
やるかと意識するのとでは、時間の
過ごし方が変わってくる。後半人生
を楽しんで生きるためのコツを教え
てくれる。

弘兼憲史／著
出版／興陽館

50歳からの時間の使いかた

イベント

　どなたでも参加できますので、ぜひお立ち寄りください。
【おはなし会】（読み聞かせ室）
■おばあちゃんのおはなし会（話し手＝更生保護女性会）
　▽日時　11月３日㈯・12月１日㈯午前11時
■どんぐりおはなし会（話し手＝どんぐりお話会）
　▽日時　11月10日㈯午前11時
■しんちゃんおはなし会（話し手＝しんちゃんおはなし会）
　▽日時　11月24日㈯午前11時
【リサイクルブックフェア】（えくぼプラザ１階）　
　▽日時　11月18日㈰午前10時（無くなり次第終了）
　※ご協力いただける本があれば11月11日㈰までに
　　市立図書館までお持ちください。
　　（古い百科事典、漫画雑誌、有害図書等は除く）

【市立図書館おたのしみ会】　（読み聞かせ室）
　▽日時　11月17日㈯午前11時

■南陽市下水道ポスターコンクール
　▽期間　11 月６日㈫～12日㈪　
　　　　　※初日は正午から、最終日は正午まで。
■白峰南陽　たのしい書展
　▽期間　11月16日㈮～22日㈭ ※最終日は午後５時まで。
■蒼土会　公募蒼土会展
　▽期間　11月23日㈮～ 12月２日㈰
　　　　　※初日は午前９時30分から、最終日は午後３時まで。

えくぼプラザ 市民ギャラリー （午前９時～午後９時）
問赤湯公民館（☎43－3 4 6 6 ）

開 館 時 間
午前10時～午後８時火～金曜
午前10時～午後５時土・日曜
午前10時～午後５時３日㈯
午前10時～午後８時23日㈮

第31回（平成29年度）

吉田　佳穂 さん　　
漆山小学校２年

【よしだ　かほ】

須藤克三賞 最優秀作品紹介

※次回（12月１日号）は、作文（小学校高学年）の部「自信と信頼」井上華那さんの作品を紹介します。
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な
あ
。」

っ
て
ち
ょ
っ
と
お
も
う
け
ど
、
わ

た
し
は
一
ね
ん
せ
い
だ
か
ら
、
も

う
さ
わ
ら
な
い
。
か
な
は
、
い
つ
も

お
か
あ
さ
ん
に
だ
っ
こ
し
て
い

る
。
わ
た
し
も
だ
っ
こ
す
る
け

ど
、
も
っ
と
し
た
い
な
あ
っ
て
お

も
う
。

　

か
な
は
、
え
が
お
が
か
わ
い
く

て
、
い
つ
も
、

「
ね
え
、
ね
え
。」

っ
て
わ
た
し
の
こ
と
を
よ
ぶ
。

　

い
も
う
と
の
か
な
は
、
は
な

す
こ
と
と
て
を
つ
か
う
こ
と
が

ち
ょ
っ
と
じ
ょ
う
ず
に
で
き
な
く

て
、
リ
ハ
ビ
リ
に
か
よ
っ
て
い
る
。

わ
た
し
も
い
っ
し
ょ
に
い
っ
て
、

お
か
あ
さ
ん
と
か
な
と
お
り
が
み

す
る
こ
と
も
あ
る
。
か
な
は
が
ん

ば
っ
て
い
る
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
お

り
が
み
も
じ
ょ
う
ず
に
な
っ
て
き

た
。
か
な
と
い
っ
し
ょ
に
ボ
ー
ル

な
げ
と
か
か
く
れ
ん
ぼ
、
え
か
き

を
し
て
あ
そ
ぶ
。
せ
ん
ひ
き
を
し

た
り
ぬ
り
え
を
し
た
り
、
学
校
の

べ
ん
き
ょ
う
み
た
い
に
。

　

学
校
か
ら
か
え
る
と
、
わ
た
し

は
学
ど
う
に
い
く
。
か
な
は
ほ
い

く
え
ん
で
、
と
な
り
ど
う
し
。

　

お
か
あ
さ
ん
か
お
と
う
さ
ん

が
、
わ
た
し
の
と
こ
ろ
に
き
て
、

そ
の
あ
と
、か
な
の
と
こ
ろ
に
い
く
。

「
お
む
か
え
に
き
た
よ
。」

っ
て
い
う
と
、
に
こ
に
こ
し
て
は

し
っ
て
く
る
。
か
な
は
、
い
つ
も
、

「
ね
え
ね
え
大
す
き
。」

っ
て
い
っ
て
く
れ
る
。
わ
た
し
も
、

い
も
う
と
の
か
な
の
こ
と
が
大
す
き
。

あ
と
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
お
か
あ
さ

ん
と
お
と
う
さ
ん
も
大
す
き
。

「
大
す
き
」

漆
山
小
学
校
１
年
（
現
漆
小
２
年
）

　
　

吉
田　

佳
穂

　家族や友達に「良かったね」「す
ごいね」と言われ、ますます嬉
しくなったという佳穂さん。長
い作文を書くのは初めてで大変
だったけど、妹のことを考えな
がら頑張って書きましたと話し
てくれました。将来はケーキ屋
さんになるのが夢とのこと。夢
に向かって頑張ってくださいね。

【インタビュー】

﹇
作
文
の
部
﹈

小
学
校
低
学
年
の
部
　
最
優
秀
作
品
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⑲
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◆
日
時　

11
月
21
日
㈬
午
前
11
時

◆
内
容　

市
内
72
個
所
の
防
災
行

　

政
無
線
の
屋
外
拡
声
子
局
（
ス

　

ピ
ー
カ
ー
）
お
よ
び
公
共
施
設

　

等
の
戸
別
受
信
機
か
ら
、
次
の

　

内
容
が
一
斉
に
放
送
さ
れ
ま
す

【
当
日
の
放
送
内
容
】

　
（
♪
上
り
チ
ャ
イ
ム
音
）「
こ
れ

　

は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

　

す
（
３
回
繰
り
返
し
）。
こ
ち

　

ら
は
、
ぼ
う
さ
い
な
ん
よ
う
で

　

す
」（
♪
下
り
チ
ャ
イ
ム
音
）

※
防
災
行
政
無
線
の
内
容
は
、「
防

　

災
情
報
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ

　

ス
」（
☎
40
|
３
０
０
１
）
で

　

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
屋
外
拡
声
子
局
の
音
は
、
天
候

　

な
ど
の
条
件
に
よ
っ
て
聞
こ
え

　

に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
総
合
防
災
課
管
理
係
（
☎
40
|

０
２
６
４
）

　

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
基
本
法

に
基
づ
く
住
生
活
の
安
定
・
向
上

に
係
る
総
合
的
な
施
策
を
推
進
す

る
上
で
必
要
と
な
る
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
10
月
に

実
施
さ
れ
た
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
に
回
答
い
た
だ
い
た
世
帯
の
中

か
ら
一
部
を
選
び
、
全
国
で
約
12

万
世
帯
を
対
象
に
行
い
ま
す
。
11

月
下
旬
か
ら
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ

り
調
査
票
を
配
布
し
、
郵
送
・
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
回
収
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
平
成
30
年
住
生
活
総
合
調
査
事

務
局
（
☎
０
１
２
０
|
４
６
７
|

０
６
０
）

　

自
ら
が
生
産
す
る
農
産
物
の
販

売
収
入
を
補
償
す
る
今
ま
で
に
な

い
新
し
い
保
険
で
す
。加
入
希
望
の

方
は
お
早
め
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。

◆
加
入
手
続
締
切　

11
月
30
日
㈮

問
・　

県
農
業
共
済
組
合
置
賜
支

所
収
入
保
険
推
進
課
（
☎
㉗
|
７

０
１
７
）

　

観
覧
希
望
の
方
は
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
期
日　

11
月
18
日
㈰

◆
場
所　

山
形
テ
ル
サ（
山
形
市
）

◆
対
象　

確
実
に
鑑
賞
で
き
る
方

◆
申
込
締
切　

11
月
８
日
㈭

※
今
年
度
に
開
催
さ
れ
た
公
演
の

　

招
待
券
を
配
布
さ
れ
た
方
は
ご

　

遠
慮
く
だ
さ
い
。

問・　

社
会
教
育
課
文
化
係（
☎
40

|
８
９
９
６
・
℻
40
|
３
３
８
８
）

30.11.１（21） 30.11.１ （20）

◆
申
請
期
間　

11
月
30
日
㈮
ま
で

問
・　

上
下
水
道
課
給
排
水
係

（
☎
40
|
８
８
４
５
）

◆
日
時　

11
月
29
日
㈭
午
前
10
時

　

〜
正
午

◆
場
所　

市
役
所
２
０
１
会
議
室

◆
申
込
締
切　

11
月
27
日
㈫

※
原
則
と
し
て
本
人
の
相
談
に
な

　

り
ま
す
（
家
族
同
伴
は
可
）。

問
・　

市
民
課
生
活
係
（
☎
40
|

８
２
５
５
）

　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
、
覚
せ
い
剤

等
の
薬
物
と
同
等
か
そ
れ
以
上
に

毒
性
が
あ
り
、
重
大
な
健
康
被
害

を
も
た
ら
す
危
険
な
も
の
で
す
。

「
買
わ
な
い
、使
わ
な
い
、か
か
わ

ら
な
い
」
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
置
賜
保
健
所（
☎
㉒
|
３
８
７
２
）

県
警
察
本
部
（
薬
物
相
談
窓
口
）

（
☎
０
２
３
|
６
３
５
|
１
０
７
４
）

　

県
で
は
、
今
年
度
か
ら
蔵
王
狩

猟
鳥
獣
捕
獲
禁
止
区
域
、
山
寺
雨

呼
山
狩
猟
鳥
獣
捕
獲
禁
止
区
域
を

設
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
山
形
市
内
国
有

林
２
２
２
林
班
界
北
側
（
雁
戸
山

北
側
）
の
９
６
０
ha
、
山
寺
（
山

形
市
）
雨
呼
山
（
天
童
市
）
周
辺

の
４
０
６
１
ha
で
イ
ノ
シ
シ
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
み

狩
猟
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
レ

ジ
ャ
ー
等
で
周
辺
の
山
に
入
る
場

合
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
狩
猟
期
間　

▽
イ
ノ
シ
シ
＝
11

　

月
15
日
㈭
〜
平
成
31
年
３
月
31

　

日
㈰
▽
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
ツ
キ
ノ

　

ワ
グ
マ
＝
11
月
15
日
㈭
〜
平
成

　

31
年
２
月
15
日
㈮

問
置
賜
総
合
支
庁
保
健
福
祉
環
境

部
環
境
課
（
☎
㉖
|
６
０
３
５
）

◆
日
時　

11
月
６
日
㈫
午
前
９
時

　

〜
11
時

◆
場
所　
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
南
陽

　

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場

◆
対
象
農
薬　

▽
登
録
失
効
農
薬

　

▽
有
効
期
限
切
れ
の
農
薬
▽
使

　

用
す
る
見
込
み
が
な
い
農
薬

◆
廃
棄
料
金　

１
７
０
円
／
㎏

　
（
税
込
）（
支
払
方
法
は
現
金
ま

　

た
は
Ｊ
Ａ
口
座
振
替
の
み
）

◆
持
ち
物　

印
鑑
（
口
座
振
替
さ

　

れ
る
方
は
通
帳
印
（
登
録
印
））

◆
搬
入
方
法　

粉
粒
剤
、
乳
液
剤
、

　

水
和
剤
に
仕
分
け
し
、
別
々
の

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
に
入
れ
て
搬
入

※
搬
入
の
際
は
液
漏
れ
・
飛
散
の

　

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
南
陽
支
店

（
☎
45
|
３
０
０
４
）

　
　
　
　
　
　

理
容
店
、
ク
リ
ー

　
　
　
　
　

ニ
ン
グ
店
、め
ん
類
・

　
　
　
　
　

一
般
飲
食
店
等
で
こ

の「
標
準
営
業
約
款（
Ｓ
マ
ー
ク
）」

が
あ
る
お
店
は
、
厚
生
労
働
大
臣

認
可
の
標
準
営
業
約
款
制
度
に
従

っ
て
営
業
し
て
い
ま
す
。「
安
心
・

安
全
・
清
潔
」
を
約
束
す
る
信
頼

で
き
る
お
店
で
す
。

問
（
公
財
）
県
生
活
衛
生
営
業
指

導
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３
|
６
２

３
|
４
３
２
３
）

　

今
年
度
の
た
く
さ
ん
の
ご
利
用

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
閉
鎖
期
間　

平
成
31
年
４
月
末

　

ま
で
（
予
定
）

問
社
会
教
育
課
社
会
体
育
係
（
☎

40
|
８
９
９
０
）

◆
日
時　

▽
①
営
業
・
不
動
産
所

　

得
＝
12
月
３
日
㈪
午
後
２
時
〜

　

４
時
▽
②
農
業
所
得
＝
12
月
６

　

日
㈭
午
後
２
時
〜
４
時

◆
場
所　

▽
①
市
役
所
大
会
議
室

　

▽
②
伝
国
の
杜
置
賜
文
化
ホ
ー

　

ル
（
米
沢
市
）

◆
対
象　

青
色
申
告
者

◆
内
容　

▽
青
色
申
告
の
決
算
の

　

仕
方
▽
消
費
税
の
計
算
の
仕
方

　

▽
ｅ
|
Ｔ
ａ
ｘ
・
消
費
税
の
軽

　

減
税
率
制
度
等
に
つ
い
て

◆
持
ち
物　

筆
記
用
具

問
米
沢
税
務
署（
☎
㉒
|
６
３
２
０
）

　

県
下
水
道
協
会
に
登
録
し
て
い

る
次
の
責
任
技
術
者
は
、
所
属
す

る
指
定
下
水
道
工
事
店
の
所
在
す

る
市
町
村
で
更
新
手
続
き
が
必
要

で
す
。
期
間
内
に
忘
れ
ず
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象　

登
録
有
効
期
限
が
平
成

　

31
年
３
月
31
日
㈰
ま
で
の
方

◆
必
要
な
手
続
き　

▽
登
録
更
新

　

の
申
請
▽
更
新
講
習
会
の
受
講

相
談

弁
護
士
に
よ
る
借
金
に

関
す
る
無
料
法
律
相
談
会

（
予
約
制
）

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

の
登
録
更
新

市
営
須
刈
田
大
野
平

キ
ャ
ン
プ
場
の
冬
季
閉
鎖

【児童扶養手当】
◆対象　離婚等で父または母と生計を共にしていない18
　歳（18歳になって最初の３月31日）までのお子さん
　（一定の障がいがある場合は20歳未満）を監護してい
　るひとり親家庭の方、もしくは父母に代わりそのお子
　さんを養育している方
◆次に該当する方は受け取ることができません
▽お子さんが児童福祉施設に入所している方
▽受給者と扶養義務者の所得が一定額を超えている方
※状況により該当しない場合がありますので、
　詳しくは問い合わせください。
◆手当額（１人当たり月額）
▽全部支給＝４万２,５００円
▽一部支給＝１万３０円～４万２,４９０円
※児童２人目は最大で１万４０円を、３人目以降は最大
　で６,０２０円を加算します。
問・　すこやか子育て課子ども係（☎40－１６８９）

【特別児童扶養手当】
◆対象　身体や精神に障がいがある20歳未満のお子さん
　を監護している父または母、もしくは父母に代わりそ
　のお子さんを養育している方
◆次に該当する方は受け取ることができません
▽お子さんが児童福祉施設に入所している方
▽障がいを支給事由とする公的年金を受けられる方
▽受給者と扶養義務者の所得が一定額を超えている方

◆期日　12月４日㈫
◆時間　午前９時30分～正午（受付は午前９時10分
　から）
◆場所　シェルターなんようホール（市文化会館）
◆内容　血管年齢の測定、運動と栄養の話（試食あ
　り）、１日の推定塩
　分摂取量の測定
◆対象　74歳以下の方
◆定員　先着25人程度
◆参加料　無料
◆持ち物　筆記用具
◆申込期間　11月５日㈪～16日㈮

※動きやすい服装と履物でお越し下さい。
※事前に尿検査が必要です。申込受付の後、容器を
　郵送します。
問・　すこやか子育て課すこやか係（☎40－１６９１）

◆手当額（１人当たり月額）
▽１級（重度）＝５万１,７００円
▽２級（中度）＝３万４,４３０円
※障がいの程度により該当しない場合がありますので、
　事前に問い合わせください。
問・　すこやか子育て課子ども係（☎40－１６８９）

【特別障害者手当・障害児福祉手当】
　20歳以上で、特に重度の障がいを重複して有する在宅
の障がい者には「特別障害者手当」が、20歳未満で重度
の障がいを有する在宅の障がい児には「障害児福祉手
当」が支給されます。
◆対象　おおむね身体障害者手帳の１級および２級、療
　育手帳Ａ程度の障がいが２つ以上重複しているか、そ
　れと同程度の疾病、精神障がいがあり、常に特別な介
　護が必要な在宅生活の方
◆次に該当する方は受け取ることができません
▽病院に長期入院中の方
▽福祉施設に入所中の方
▽受給者と扶養義務者の所得が一定額を超えている方
◆手当額（１人当たり月額）
▽特別障害者手当＝２万６,９４０円
▽障害児福祉手当＝１万４,６５０円
※障がいの程度により該当しない場合がありますので、
　事前に問い合わせください。
問・　福祉課支援係（☎40－１６４３）

ご存知ですか　さまざまな手当制度血液サラサラ健康教室　～血圧コース～

申
申

申

申

申

申

申

申

南陽市役所代表（☎40－ 3 2 1 1 ）　問は問合せ先、　は申込み先申

広
　
告

11
月
は
危
険
ド
ラ
ッ
グ

撲
滅
運
動
強
化
月
間

お
知
ら
せ

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

を
実
施
し
ま
す

平
成
30
年
住
生
活
総
合

調
査
に
ご
協
力
を

農
業
経
営
守
る「
収
入
保
険
」

加
入
は
お
早
め
に

山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会

の
招
待
券
を
配
布
し
ま
す

イ
ノ
シ
シ
等
の
狩
猟
可
能

区
域
が
拡
大
さ
れ
ま
す

Information

不
要
農
薬
を
回
収
し
ま
す

青
色
申
告
決
算
説
明
会

ご
存
知
で
す
か「
Ｓ
マ
ー
ク
」



30.11.１（23） 30.11.１ （22）

◆
期
日　

12
月
９
日
㈰

◆
時
間　

午
後
２
時

◆
場
所　

タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

　
（
長
井
市
）

◆
出
演　

平
野
佳
恵（
ソ
プ
ラ
ノ
）、

　

斉
藤
晴
海
（
ピ
ア
ノ
）

◆
入
場
料　
▽
一
般
＝
２
５
０
０
円

　

▽
高
校
生
以
下
＝
１
０
０
０
円

問
平
野
（
☎
０
８
０
|
２
６
４
０

|
３
７
４
７
）

【
り
ん
ご
う
朝
市
】

◆
日
時　

毎
週
日
曜
日
午
前
７
時

　

〜
８
時

◆
場
所　

の
川
や
駐
車
場

【
げ
ん
き
熊
野
市
】

◆
日
時　

17
日
㈯
午
前
10
時
〜
正

　

午
頃

◆
場
所　

き
ら
や
か
銀
行
宮
内
支

　

店
付
近

問
南
陽
の
朝
市
運
営
協
議
会
（
☎

47
|
２
３
７
６
）

◆
日
時　

11
月
25
日
㈰
午
後
１
時

　

〜
５
時

◆
場
所　

シ
ェ

　

ル
タ
ー
な
ん

　

よ
う
ホ
ー
ル

　
（
市
文
化
会
館
）

　

大
ホ
ー
ル

◆
内
容　

子
ど

　

も
た
ち
の
文
化
芸
術
の
発
表
会

◆
出
演
団
体　
【
吹
奏
楽
】南
陽
高

　

校
吹
奏
楽
部
、
沖
郷
・
赤
湯
・

　

宮
内
中
学
校
吹
奏
楽
部
【
太
鼓

　
演
奏
】
梨
郷
子
ど
も
龍
樹
太
鼓
、

　

赤
湯
小
学
校
太
鼓
ク
ラ
ブ
【
ギ

　
タ
ー
】
ド
レ
ミ
フ
ァ
・
ど
ー
も

　

っ
す
！
！
！
【
民
話
の
語
り
】

　

夕
鶴
っ
子
の
会
【
ダ
ン
ス
】
ア

　

ッ
プ
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

　
【
バ
レ
エ
】
バ
レ
エ
ア
カ
デ
ミ

　

ー
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
ル
、
Ｋ
Ａ
Ｙ

　

Ｏ
Ｋ
Ｏ
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ

◆
ゲ
ス
ト　

コ
ー
ロ
・
ス
プ
ラ
ウ

　

ト（
新
潟
県
燕
市
の
合
唱
団
体
）

問
社
会
教
育
課
文
化
係
（
☎
40
|

８
９
９
６
）

　

地
元
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
交

流
を
深
め
、
こ
の
冬
の
素
敵
な
出

会
い
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　

12
月
１
日
㈯
午
後
３
時

　

〜
６
時
（
受
付
は
午
後
２
時
30

　

分
か
ら
）

◆
場
所　

熊
野
大
社
證
誠
殿

◆
時
間
・
内
容　

▽
午
後
３
時
・

　

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
講
座
／
講
師

　

＝
伊
藤
こ
ず
恵
（
フ
リ
ー
パ
ー

　

ソ
ナ
リ
テ
ィ
）
▽
午
後
４
時
〜

　

６
時
・
出
会
い
の
パ
ー
テ
ィ
ー

　

／
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
＆
ノ
ン
ア

　

ル
コ
ー
ル
で
乾
杯

◆
対
象　

▽
25
〜
42
歳
の
独
身
男

　

性
15
人
▽
独
身
女
性
15
人
（
申

　

込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
な
ん
よ
う
婚
活
Oh
！
縁
団
事
業

　

所
優
先
あ
り
。

◆
参
加
料　

男
性
４
０
０
０
円
、

　

女
性
２
０
０
０
円

◆
申
込
締
切　

11
月
14
日
㈬

問
・　

社
会
教
育
課
結
婚
推
進
係

（
☎
40
|
８
９
９
７・　bm

nanyo@
 

m
s5.om

n.ne.jp

）

　

誰
も
が
安
心
し
て
心
豊
か
に
一

人
ひ
と
り
の
想
い
に
沿
っ
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
目
指
し
、
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　

11
月
20
日
㈫
午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時

◆
場
所　

赤
湯
公
民
館

◆
内
容　

講
演「
ひ
と
り
の
ハ
ー
ト

　

が
世
界
を
変
え
ら
れ
る
。
誰
も

　

が
住
み
よ
い
社
会
を
目
指
し
て
」

◆
講
師　

加
藤
健
一
（（
一
社
）

　

山
形
バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光
ツ
ア

　

ー
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
）

問
救
護
施
設
山
形
県
立
泉
荘
（
☎

０
２
３
８
|
88
|
９
２
１
１
）　

　

赤
湯
温
泉
旅
館
女
将
の
三
味
線

を
伴
奏
に
歌
っ
た
り
、民
話
会
ゆ
う

づ
る
の
語
り
部
に
よ
る
懐
か
し
い

語
り
を
聞
い
た
り
で
き
る
催
し
で
す
。

◆
日
時　

11
月
10
日
㈯
午
後
８
時

　

〜
９
時

◆
場
所　

ゆ
ー
な
び
か
ら
こ
ろ
館

※
予
約
不
要
、
参
加
料
無
料
。

問
ゆ
ー
な
び
か
ら
こ
ろ
館
（
☎
43

|
３
１
１
４
）

　

乾
燥
し
が
ち
な
こ
の
時
期
に
、

ア
ロ
マ
の
香
り
の
中
で
ハ
ン
ド
ト

リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
習
い
ま
せ
ん
か
。

◆
期
日　
11
月
11
日
㈰
、12
月
９
日
㈰

◆
時
間　

午
後
２
時

◆
場
所　

市
立
図
書
館

◆
定
員　

各
回
先
着
10
人

◆
参
加
料　

５
０
０
円

問
・　

市
立
図
書
館
（
☎
43
|
２

２
１
９
）

◆
日
時　

11
月
10
日
㈯
午
前
９
時

　

〜
午
後
３
時

◆
場
所　
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
南

　

陽
愛
菜
館
前
広
場

◆
内
容　

▽
南
陽
産
ラ
・
フ
ラ
ン

　

ス
と
ふ
じ
り
ん
ご
の
品
評
会

　
（
午
前
９
時
）▽
品
評
会
出
品
果

　

物
の
販
売
予
約
開
始
（
午
前
10

　

時
、引
渡
し
は
午
前
11
時
30
分
）

　

▽
つ
き
た
て
餅
の
振
る
舞
い
等

問
農
林
課
農
業
振
興
係
（
☎
40
|

８
３
１
０
）

　

染
織
り
講
習
会
受
講
生
が
真
綿

を
紅
花
染
め
し
て
織
り
あ
げ
た

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
フ
ラ
ー
展
」で
す
。

◆
期
間　

11
月
２
日
㈮
〜
14
日
㈬

　
（
５
日
㈪
・
12
日
㈪
除
く
）

◆
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
30
分（
14
日
㈬
は
午
後
３
時
ま
で
）

◆
場
所　

夕
鶴
の
里
語
り
部
の
館

問
夕
鶴
の
里（
☎
47
|
５
８
０
０
）

◆
日
時　

11
月
15
日
㈭
午
後
６
時

　
（
受
付
は
午
後
５
時
30
分
か
ら
）

◆
場
所　

え
く
ぼ
プ
ラ
ザ

◆
定
員　

２
０
０
人

◆
参
加
料　

２
０
０
０
円
（
前
売

　

り
チ
ケ
ッ
ト
制
）

問
市
商
工
会（
☎
40
|
３
２
３
２
）

◆
日
時　

11
月
17
日
㈯
午
前
９
時

　

15
分
〜
11
時
45
分

◆
場
所　

県
立
米
沢
養
護
学
校

　
（
米
沢
市
）

◆
内
容　
▽
中・高
等
部
の
作
業
製

　

品（
布・木
工
、陶
器
、せ
っ
け
ん

石
鹸
等
）

　

の
販
売
▽
小
学
部
の
発
表
等

問
県
立
米
沢
養
護
学
校
（
☎
38
|

６
１
０
１
）

　

㈭
、
２
月
14
日
㈭
・
21
日
㈭
は

　

休
み
）
▽
11
月
30
日
㈮
〜
平
成

　

31
年
３
月
15
日
㈮
の
毎
週
金
曜

　

日
（
計
12
回
。
12
月
28
日
㈮
、

　

平
成
31
年
１
月
４
日
㈮
、
２
月

　

１
日
㈮
・
22
日
㈮
は
休
み
）

◆
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

　

30
分
（
初
回
は
30
分
延
長
）

◆
場
所　

シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う

　

ホ
ー
ル
（
市
文
化
会
館
）

◆
対
象　

65
歳
以
上
84
歳
以
下
の

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

　

て
い
な
い
方

◆
定
員　

先
着
20
人

◆
参
加
料　

無
料

◆
申
込
締
切　

11
月
16
日
㈮

問
・　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
40
|
１
６
４
６
）

◆
日
時　

12
月
８
日
㈯
午
前
８
時

　

15
分
（
受
付
は
午
前
７
時
45
分

　

か
ら
）

◆
場
所　

市
民
体
育
館

◆
種
目　

▽
ダ
ッ
シ
ュ
な
わ
と
び

　
（
個
人
）▽
親
子
と
び
（
２
人
１

　

組
）▽
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ（
１

　

チ
ー
ム
12
人
以
上
）▽
８
の
字
ダ

　

ッ
シ
ュ（
１
チ
ー
ム
５
人
以
上
）

◆
参
加
料　

無
料

◆
申
込
先　

社
会
教
育
課
、
市
民

　

体
育
館
、
各
地
区
公
民
館

◆
申
込
締
切　

11
月
22
日
㈭

問
・　

社
会
教
育
課
社
会
体
育
係

（
☎
40
|
８
９
９
０
）

　
「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」
が

個
別
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

11
月
11
日
㈰
午
後
１
時

　

〜
４
時

◆
場
所　

あ
こ
や
会
館（
山
形
市
）

◆
対
象　

結
婚
を
希
望
す
る
方

◆
定
員　

12
人

◆
相
談
料　

無
料

◆
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
℻
で

　
ふ
り
が
な

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
左

　

記
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

◆
申
込
締
切　

11
月
９
日
㈮

問
・　

や
ま
が
た
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
務
所
（
☎
０
２
３

|
６
１
５
|
８
７
５
５
・
℻
０
２

３
|
６
６
５
|
５
４
９
８
）

　

10
月
１
日
㈪
か
ら
自
衛
官
採
用

年
齢
が
33
歳
未
満
ま
で
引
き
上
げ

ら
れ
、
採
用
種
目
が
一
般
曹
候
補

生
、
自
衛
官
候
補
生
（
男
女
）
と

な
り
ま
し
た
。

◆
採
用
試
験
日　

11
月
17
日
㈯
、

　

12
月
16
日
㈰
、
平
成
31
年
１
月

　

26
日
㈯
、
２
月
16
日
㈯

※
今
年
度
の
募
集
は
自
衛
官
候
補

　

生
の
み
。

◆
申
込
締
切　

概
ね
試
験
日
の
１

　

週
間
前

問
・　

自
衛
隊
米
沢
地
域
事
務
所

（
☎
㉓
|
０
０
１
１
）

　

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
が
推
進

さ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
民
の

つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
日
時　

11
月
27
日
㈫
午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
45
分
（
開
場
は
午

　

後
１
時
か
ら
）

◆
場
所　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

　
（
山
形
市
）

◆
内
容　

▽
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ

　

教
室
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
発
表

　

▽
元
全
国
犯
罪
被
害
者
の
会

　
「
あ
す
の
会
」
代
表
の
岡
村
勲

　

弁
護
士
に
よ
る
基
調
講
演

◆
対
象　

ど
な
た
で
も

問
（
公
社
）
山
形
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
２
３
|
６
４
２
|

３
５
７
１
）

　

ね
た
き
り
高
齢
者
等
を
自
宅
で

介
護
し
て
い
る
家
族
の
心
身
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目
的
と
し
た
交
流

会
で
す
。
日
ご
ろ
の
介
護
疲
れ
を

い
や
し
ま
せ
ん
か
。

◆
期
日　

11
月
26
日
㈪
、
平
成
31

　

年
１
月
30
日
㈬

◆
場
所　

む
つ
み
荘（
赤
湯
地
内
）

◆
内
容　

介
護
学
習
、
交
流
会

◆
対
象　

次
の
方
を
自
宅
で
介
護

　

し
て
い
る
家
族

▽
要
介
護
４
・
５
の
高
齢
者
等

▽
重
度
認
知
症
高
齢
者
等

※
９
月
・
10
月
の
交
流
会
に
参
加

　

し
た
方
を
除
く
。

◆
定
員　

各
回
先
着
20
人

◆
参
加
料　

１
０
０
０
円

◆
申
込
先　

担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

　

ー
（
担
当
が
い
な
い
場
合
、
地

　

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

◆
申
込
締
切　

11
月
16
日
㈮

問
・　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
40
|
１
６
４
６
）

◆
期
日　

▽
11
月
22
日
㈭
〜
平
成

　

31
年
３
月
14
日
㈭
の
毎
週
木
曜

　

日
（
計
12
回
。
12
月
27
日
㈭
、

　

平
成
31
年
１
月
３
日
㈭
・
31
日

申

申

申

申

申

申 申

南陽市役所代表（☎40－ 3 2 1 1 ）　問は問合せ先、　は申込み先申

募
集

自
衛
官
等
採
用
制
度
が

変
わ
り
ま
す

「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」

結
婚
相
談
会

講
座
・
催
し

犯
罪
被
害
者
支
援
県
民
の

つ
ど
い
２
０
１
８（
無
料
）

南
陽
し
ゃ
き
っ
と
い
き
隊

〜
認
知
症
予
防
教
室
〜

リ
ー
ト
デ
ュ
オ
・

オ
ー
ア
ヴ
ル
ム
リ
サ
イ
タ
ル

米
沢
養
護
学
校
「
よ
ね
よ

う
ま
つ
り
２
０
１
８
」

な
ん
よ
う

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

市
立
図
書
館
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
ア
ロ
マ
で

ハ
ン
ド
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
」

Information

大
正
ロ
マ
ン
＆
民
話
の
夕
べ

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
フ
ラ
ー
展

音
楽
と
ワ
イ
ン
の
夕
べ
２
０
１
８

11
月
の
南
陽
の
朝
市

家
族
介
護
者
交
流
会

第
34
回
市
民
な
わ
と
び
大
会

南
陽
こ
ど
も
芸
術
祭（
無
料
）

泉
荘
福
祉
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

秋
の
収
穫
感
謝
祭

●
サ
ロ
ン
銀
杏

▽
宮
内
よ
も
や
ま
歴
史
絵
巻
展

◆
場
所
　
宮
内
公
民
館
（
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０
０
０
）

11
月
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

　11月１日～10日は、高齢者の交通事故防止推進
強化旬間です。一人ひとりが交通ルールを守り、
事故のないやまがたをつくりましょう。
【運動の重点】

夕暮れ時の交通事故防止
【交通事故防止のために気を付けましょう】
◆運転者　横断者に気付こう
▽早めにヘッドライトを点灯
▽ハイビームを積極的に活用
▽道路を横断しようとする歩行
　者がいた場合はしっかり停止
　し、安全に横断させる

◆歩行者　運転者に気付いてもらおう
▽道路を横断する時は手や旗で意思表
　示し、横断開始時と横断中の２度確
　認をしっかり
▽夕暮れ時からの外出は、目立つ明る
　い色の衣服を着て、右の写真を参考
　に夜光反射材を着ける

◆自転車　運転者に気付いてもらおう
▽夕暮れ時は早めにライトを点灯
▽夜光反射材を着ける
▽一時停止場所では必ず停止するなど、
　交通ルールを守る
問市民課生活係（☎40－８２５５）

注意！  夕暮れ時の交通事故
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休館日

休館日

休館日

休館日

曜日 催事名等 場所※ 開催時間 対象・入場料 問合せ先（主催者等）日

「※場所」　【窓口】＝会館窓口、【大ホ】＝大ホール、【小ホ】＝小ホール、【展示】＝展示ギャラリー、【工房】＝総合工房、【スタ】＝キッチン
　　　スタジオ、【練１】＝練習室１、【練２】＝練習室２、【会１】＝会議室１、【会２】＝会議室２、【交流】＝交流ラウンジ、【和室】＝和室

シェルターなんようホール（文化会館）情報月11
▽開館時間　午前 9時～午後10時　▽休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）

問シェルターなんようホール（☎40－12 2 2）

フラダンス練習 ハイビスカスフラ愛好会（☎43-36５１）19:00～21:00練１

フラダンス練習 ハイビスカスフラ愛好会（☎43-36５１）19:00～21:00練１

健康講演会 展示 10:00～11:30 市建設連合組合（☎43-3309）

受診該当幼児１歳６か月児健康診査・歯科相談 展示 13:20～16:00 すこやか子育て課（☎40-1691）
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土

土
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1 市民・5,500円2019／3／2めざましクラシックスin山形

チケット市民先行販売(10／27～11／2) シェルターなんようホール（☎40-1222） 9:00～21:00窓口

市民・6,300円2019／3／17岩崎宏美コンサートツアー
チケット市民先行販売(～16日) シェルターなんようホール（☎40-1222） 9:00～21:00窓口

健康講座
「免疫力アップの秘訣はこれだ！」 免疫力促進会（☎080-5740-5252）①  9:30～12:00

②13:30～16:30練１

500円南陽市芸術祭
「開幕式典・芸能フェスティバル」 社会教育課（☎40-8996）開演10:00大ホ

市内小学校
４～６年生

ニッセイ名作シリーズクラシック
コンサート「アラジンと魔法のランプ」 社会教育課（☎40-8996）開演13:30大ホ

無料初心者吟詠講座（詩吟教室） 虎鷹吟詠会中川耕心塾（☎43-3804）19:00～21:00会１

南陽こども芸術祭 社会教育課（☎40-8996）開演13:00大ホ 無料

無料初心者吟詠講座（詩吟教室） 虎鷹吟詠会中川耕心塾（☎43-3804）19:00～21:00会１

無料総力祭（ジュエリー＆コート、バッグ） ㈱とみひろ（☎40-1160）14:00～18:00工房
無料総力祭（ジュエリー＆コート、バッグ） ㈱とみひろ（☎40-1160）10:00～18:00工房

無料総力祭（ジュエリー＆コート、バッグ） ㈱とみひろ（☎40-1160）10:00～16:00工房

家づくり勉強会（～18日） ㈱鈴木建匠（☎023-688-7739)10:30～17:00会２

しゃきっといき隊!～認知症予防教室～ 福祉課（☎40-1646）10:30～12:00練１

しゃきっといき隊!～認知症予防教室～ 福祉課（☎40-1646）10:30～11:30練１
しゃきっといき隊!～認知症予防教室～ 福祉課（☎40-1646）10:30～12:00練１

ダンス練習 練２ 19:00～21:00 アップキッズダンススクール
（☎080-5741-4145）

ダンス練習 練２ 19:00～21:00 アップキッズダンススクール

花教室 工房 19:00～21:00 くわばら花店（☎47-7107）
（注）掲載内容は10月23日現在のものであり、変更になる場合がありますので、詳しくは主催者等に問い合わせください。

県農業委員会大会 関係者のみ大ホ 開会13:00 農業委員会（☎40-8923）

３歳児健康診査 受診該当幼児展示 13:00～16:00 すこやか子育て課（☎40-1691）

２歳児歯っぴー教室 受診該当幼児展示  9:15～12:00 すこやか子育て課（☎40-1691）
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